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東海 道 本 線 】 起 点 : 東 京 駅 (東京 都 ) 終点 : 神 戸 駅 (兵庫 県) = 
営業 キロ :589.5km 開業 :1872 年 (明治 5) 10 月 14 日 ~. 


【 御 殿 場 線 】 起 点 : 還 府 津 駅 (神奈 川 県 ) 一 終点 : 沼 津 駅 (静岡 県 ) 

滞 業 キロ :60.2km 開業 : 明 治 22 年 (1889)2 月 1 日 (東海 道 本 線 の 一 部 と し て 開業 ) 
命名 : 昭 和 9 年 (1934)12 月 1 日 
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小田 原 一 熱海 間 は 相模 湾 治 い を 走り 、 車 窓 か ら 海 を 望め る ポイ ント も ある 。 


" - に ーー - 箇 


立ち 寄り 
レン 4 
う 
| 鉄道 と と も に 150 年 の 歴史 を 歩む 


ーー 


_ TEL.0465-22-2333 
= 営業 時 間 ノ 9:30 て 17:00※1 月 の 営業 時 間 
9:00 一 18:00( 土 ・ 日 ・ 祝 を 含む ) 


| 人 具 | 定休 日 無休 (臨時 休業 あり ) 
ー- アク セス JR 「 小 田原 駅 」 よ り 徒 歩 2 分 


新鮮 な 魚 を 原料 に し た 小田 原 か が かま ば ぼ こ 。 江戸 時 代 か ら 続く 伝統 
料理 で 、 箱 根 越え の 携帯 食 と し て も 重宝 され た 。 鉄道 開通 後 は 
駅 売り を 開始 、 人 気 の 土産 に 。 お すす め は | 誕 上 浦 鯉 ]。 
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③ 東 海道 本 線 の 輸送 
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完 に 事 時 本 脈 る 全 進 に か き 9 王 
成 67 は は 線 の "長め 接 ら ら 返 稀 
へ 名 湧 日 は 下 箱 7 ば 続 東 に す 宮 
と も ゃ も 水 本 新 を 根 8 す 海 進 わ 
た の や 最 ル 潜 か 0 する 人 道 み せ 


模 _ 岩 力 し の に き 8 幹 並 $ 一 伸 

港 東 災 化 て も 小 れ 吉 線 ん 手 に 熱 
沿海 で さき さ 運 の 田 て 海 が で を 那 立 海 
い 人 道 第 れ 行 " 原 い 駅 通 究 合 神 ち 駅 
を 本 災 た す 当 !) る 前 過 た わ 社 人 条 で 
走 線 "の る 初 熱 が に ` れ せ 一 る 途 
り の そ だ ス は 海 は 時 た る と “中 
- 難 の “タタ 小間 こ 小 の 新 こ し 今 下 
車 海 大 イ さ を れき さ 流 丹 と て で 車 
作 ! ま 正 ル な 結 は な れ 履 が 整 は … 
の 小 魔 未だ 客 ん 国 機 を 下 で 備 吉 熱 
大 止 期 っ 車 で 鉄 関 感 ン き さ 3 門 海 
し 原 さ の た を い 線 車 ヒ レヒ ネ る れ の H 
さ 間 れ 関 が 人 た 開 が る ル “" ` 周 の 
で は た 東 "が 鉄 通 展 “を 時 誰 囲 性 
も 相 大 動 押 道 前 示 新 折 で が 人 周 


立ち 寄り 
スポ ボ ポット 





徳川 家康 も 愛し た 熱海 の 名 湯 を 歩む 
日 航 学 * 大 海 


静岡 県 熱海 市 上 宿 町 5-26 
TEL.0557-83-6021 
開館 時 間 ノ 9:00 一 18:00 
(最終 受付 17:00) 

定休 日 火曜 


司 二 | 


、 生還 入浴 料 ノ 大 人 1000 円 、 子ども 500 円 
ニュー アク セス ン JR | 熱海 駅 ] よ り 徒歩 13 分 


昭和 期 に 創業 し た 旅館 を ルー ツ と する 日 帰り 温泉 。 内 風呂 と 霞 
天風 呂 が ある が 、 源泉 の 温度 が か な り 高 いた め 、 軒 天 風呂 が お 
すす め 。 果 質 は 塩化 物 温 泉 で 関節 痛 や 冷え 性 に 効果 が ある 。 





埼玉 県 に ある 鉄道 博物 館 (P70) に 展示 
され て いる C57 形 蒸気 機関 車 。“ 貴 婦 
人 "と も 称 さ れる 優美 な 姿 に ファ ン が 
多い 。 右 下 ノ 昭和 39 年 (1964)、 日 本 
を 支え る 大 動脈 に 開業 し た 東海 道 新 幹 
線 に 在籍 する N700 系 。 
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成田 ゆめ 牧場 内 に ある 「 羅 
須 地 人 鉄道 まき ば 線 ] に は 、 
か つて 台湾 の 基隆 (キー ル 
ン ) 炭 志 で 使わ れ て いた 、 
楠木 製作 所 が 昭和 16 年 に 
製作 し た 蒸気 機関 車 が 走る 。 
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Rm に だ が の)ClyCls に がく て に > で きま こく 0740 まき < 
円 Q 軒 (の me の ) XSK04)” 障 閉 
形 醤 虹 り 80 で G つ くる の ら の ここ 答 久志 
裳 や nh@T 有り 記 潮 部 保 琴 ぐさ プロ へ 和 
ー 有 " 尋 時 己 守 准 邊 還 コ 〇 ホ へ 一 
綱 の の らい ご 蛍 父 血 索 " や 人 Q っ の 咽 人 
0 よこ だ こく まこ ん 

バ 過 の 叶 り 8 控 至 じ 総 | 所 中 
客人 忌 鶴 晶 " りく 英 避 衝 8 泡 刻 富 計 
宮司 称 移 SAG JJUSSn@? 回 の 年 
誤 履 只 8 賠 年 悪 型 @ 誤 正光 寺 口 パ の 
つ ooc 是 ” 刷 選 庄 列 3 の Qt 呈 


も 贅 つ ね ぐも SO お 3 


ーー 
に と 


な る 避難 民 た ち 。 線路 や 駅 も 被害 を 受け た 。 


(国立 国会 図書 館 蔵 


関東 大 岩 災 発生 直後 、 田端 駅 で 列車 に 鈴なり ( 








南 満州 鉄道 の 列車 を 写し た も の 。 


撮影 征 代 は 不明 だ が 、 兵士 の 車 





服 や 機関 車 の 形状 か ら 判 断 する 


と 、 日 露 戦 争 の 頃 と 思わ れる 。 


(鉄道 博物 館 蔵 
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虹 所 8 GS 路 8KooS PSO 7 SW 引 共 紅く 羽 補 ぐ 懲 還 和 か で RE 
山 父 ぐ 傾 末吉 6” の 叶 ( つ の て 邊 ご 時 (つの いい ) 避 守 長吉 軸 民 客人 @ つ 記 避 ) ボウ く 定 4 
プー の ) 6 ロ 維 本 ぐ 革 喘 宮 弄 氏 織 < 攻 鼓 ぐ 明 民 一周 定 工 記 称 卓 ” 振 電 8 押 表 一 ポ 民 軍 避 縮 呈 普 寂 落 つ じ E 
QS お 2 選 和 能 直 性 藤 時 染 " 知性 繋ぐ 過 せ 円 選書 お る 田 固 る 人柱 お 朗 の 普 定 くく ” 定 IL3% ソ を 
三 孝 准 共 ′ ロロ 肢 療 葉 人 640G 1 解 四 6 構 二 の 呈 己 宜 愛 " 応 詩 へ 3 の 秘 定 し 選 で 3" 摘 更 型 錯 普 き 
代 側 ビレ う 7 内 (の ペ 所 窟 ぐ 四 の 午 由 斑 5 当る ら ・ い に 昌和 3 で 8 ぐ 家 つ ) 普 玖 ざ ・ 1 
oo) り 謀 召 独 回 周 型 会 択 窒 " ぬ ゆで 5 つ 全 ご 究 定 ぐ 則 富 せ レシ oo 旨 り 半 つ お ぐし So? 
(JRE の 叶 け 7 区 総 り 映 二 に 9 表 S で 5 芋 求 藤 パ 婦 叶 ic Te EE 克つ の 吐 (の の ぐす ) 中 党 二 へ 
委 コ 半 竹 夫 ぐ 繋 会 写 弄 生 kG” My ら ) りく 田中 一 引 年 定 ぐ 骨 補 鐵 羽 に 人 ペ 介 宮 別 ” 押 選 天性 股 6 ツ < さ 和 ポン 
け 46 選 必 到 9 の で 季 で 蛍 相 入 答 つ お 7 皿 二 品 計 扱 民 り Sn) 骨 記 G 量 配 款 回 こし パン で 掲 半 庄 
受 全 所 栄二 会 0 SS し Sh? 記 有 密 パ ら コ で 昌 AJS で 5 公 生 語り 尽 雪 つつ 39 うる な G っ の 早足 
R 至 し 3 名 評 Q 和 時 り ロマ ジー 中 写 ) ) 障 だ へ Jam 豆 回 こさ G 有 6 聞 記名 坦 ン 鐘 衣 人 で 
代 悪 別 つ し ^ 緒 団 麗 必 受 H 朋 公 所 窒 紅 6 つ る 2 の 6 介 和 S ひ ? 忠 室 り 普 3 包 。 生 宇 英 客演 訴 葛 所 づつ 半 写 守 
sh” 同 賠 完 塞 唐 選 時 ( プ の の の) S 思 公有 密 で だ ぐ 38” 区 湯 守 季 の 必 26 で 8 会 の 8 会 Q 守 7 式 居 。 MS 
り - 編 性 買 ′ 時 中 綴 性 貢 色 屋 列 。 際 加 ロ 商 載 公 下 の で お家 引 一 政 むる G 地 皇 演 本 の 枝 紀 と ね 
つ お 7 りか つや 演 肖 甲 ぐ 富 己 理 評 * 語 ぐ 幅 呈 忘 堂 全 ぐ " 思 定 の い 証 己 世 同 硫 ぐ 更 角 仙 お し S ン まま ー2 人 KK 
。 刻 己 密 薄 家 つ じ 呈 写 選 ぐ 届 Se) 遇 阜 負 | 括 | 介 想 展 一 年 民 と 邊 民営 軍 己 の NR 全 で 27 





日 本 鉄道 歴史 紀行 | 024 





025 | 日 本 鉄道 


礎 
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上 富士 の 最後 尾 の 1 等 展望 車 。 下 最初 の 
き 加 列 車 に 愛称 は な か っ た 。 昭和 4 年 、 東京 
ーー 下関 間 の 特急 の 1 等 車 と 2 等 車 に | 冨士 」、 3 


等 車 に 「 楼 ] と 名 付け られ た の が 最初 。 
(鉄道 博物 館 江 


CR 河 級 oO の ABRY 提 寺 交 0W 汗 人 パ 詩 


ン 志 Ok し 計上 S 洋 黄 演 海 選 7 
や 。 シ 訪 飼 軸受 (ry の 因 び に 


きき 
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Ser なき 党 さ す 圭 RY h 


で 装丁 全 捉 針 近藤 信 洋 河 S 


電導 下 ば WE 選民 史記 用 ビ 放 


党 層 許 受 1 問 
で EE ン び 人 S 沿 羽 羽 頁 症 
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い w 
と / 


YO" 叶 黄 菩 党 


旨 史 ざさ 。 ベ シンパ ざさ 放 


し 人 2 
し 人 2 
人 2 


呈 本 , 夫 且 。 
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は だ 部 立て 謀 寺 2A 瑞 小 
or の ンマ パ ざき 太 み 枯 全 皇 対 S 各 


刺 沈 ( 史 陣営 央 称 . 富 二 明 油 呈 党 
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nH 


攻守 悦 


= 所 


叶 叶 融 [ 持 


9 本 入 へ ビ は 邊 中 


尾 志 2 売 部 回 


アマ ペデ テース マロ 
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押さ くく rr ヘ タス ビッ > 浴 ry / 





縮 ぬ ン の で eK 記 の 持 じ % 尺 父 。 志 
ン 5 所 窒 告 ぐ 軍 舌 交 の 人 な っ hG を 
Ki 細 数 CN ニード CN た. 放 : ロ 
つぐ 表 抽 技 称 胃 つ し る 6? 

いつ 4 に た 民 全 届 鎧 本 KG 3) 人 ツレ 
%》04AG3 お 7 過 定 の 叶 (ご の つの の) ぐ 
揚 至 万 拘 0 り 定 記 年 (つの の 
に ) ぐ 替 由仁 思 と 禄 租 香 守 ぐ 弟 
届 り 4 で し S で ? 玉 習 し 半 人 
Q QOS で O 訪 穴 や ^ 悪 部 ぐ 家 沖 咽 計 
筐 べ め の? つ 鉱 め 宗 詩 人 に 四 く の へ 
へ へ GS 利 神 守 守 ロー 兆 と 地 窟 
還 り ss 部 向 手 漠 公 裳 Sv 守 低 束 
絢 給 全 室 お で 叶 る く 員 3 
較 結 部 票 手 汐 ぐ 守 根 称 尿 KG 丸 多 
。 司 攻 ぐ 察 末 テ を 繋 ぐ 腫 議 ” 簿 千 


ws 
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NRSAJG ぐ 更衣 G 計 物 元 間 7 窒 写 め 
本 記 過 身 角 代 問 ^ 卒 股 ぐ 昌 凡 宮 
ES JPtsoon こ rsst に 生き マム ママ だ の 


宮司 性 燥 ぐ 種 言 じ 6^ 尼 失 処 咽 父 
的 ンジ SSn9 の て 所 科 の レ %J 7 NM 
りり し 営 和 雷 型 和 寺 守 か KJAJo の 7 
SW 村 宗 持 柳下 N 和 腫 澤 つ つ 臣 窒 ぐ 
穫 阜 を か りり ^ 客層 咽 ぐ トト 
h けけ QS 拓 an) つ 9 ひつ し 問 
銘 ぐ か くし 父 ” 蜜 牌 基 霊 ぐ 王 加 愉 
:946 選 ウレ く で SG も ふ SrG? 


操 べ ぶ G 藤 則 陣 昌 6 で 
隔 人 足 選 訓 9 取 五 如 准 志 堅 


民 窒 人 押 8 必 衛 有 宮 本 千 劉 科 く る ) 


堂 共 つ ^ 戻 諾 つ し 2 で 7 My 詞 
土 ろ 層 二 雷 型 家 か KG 大辻 多 駆 泌 
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3 志 環 卿 豆 (ボロ 喜べ ご ye@ そ て へ 
さき) 訴 季 咽 % や あし る sp 

呈 を 三 生 (の マー) USnKGA)7 
応 共 江 周 9 ぐ 蟹 叩 條 半 ぐ 2 毅 
補 史 町 つ P%JP MS な コ 式 り 
貫 獲 握 守 年 公 准 円 % 記 悪 列 で 祭 
了 笑 問 末 つ し 2^ GS 選 議 委 
席 巡 愛 困 " 旦 革 に SS の 0 お 賠 
BIDlAEsYylb0 か り 5X り 9 た きた くき ざ た)(0 くい 還 た 6 
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旨 AJ 0 8 で お 8? 
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記 和 き 守 お 鶴 S% 氷 / 皿 圭 当 生 豚 8 5 
っ 選 寺 蛋 り 8 己 坊 慎 邊 "や お へ ヘー 詩 
企 " 骨 則 半 民 本 " 捉 逢う 2 ひい 尺 瑞 
本 GS 穴 窒 避 交 0 仙 相 笑 悪 狗 避 誠 僚 
周り 過 記 KG 振 軍 り 表 つ レ し ポ ? 
に IEKS が 33! こく 3 ニキ = も た こく 人 に くだ 


誠 軸 K 生 寺 し に S で だ ボ 表 団 蟹 財 っ の 7 


決 臣 2 膨 包 く 繋 癒 音 詳 珠 囲 十 
HH 生 居 加 珈 有 夫 映 め 語り 脆 案 和 
思 ^n9" 区 禄 画 宏 " 営 征 問 列 癌 匂 
Io 中 門 軒 約 己 維 、 郷 案 詞 め 
9646X64S る 栄 敵 じ 約 0 7 


u 行 | 026 
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人 ee 1 Fe 二 


右 ノ 戦火 が 激 し さ を 増す と 、 空襲 の 恐れ が ある 東京 や 大 阪 な どの 都市 か ら 

子ども た ち を 避難 させ る 学童 貴義 が 盛ん に な っ た 。 左 ノ 軍 へ の 供出 の た め 、 ーー 
中 国 大 陸 に 向け て 船積 みさ れ て いる 9600 形 蒸気 機関 車 の タン ク 部 分 。 9 
だ け で な く 、 多 く の 機 関 車 も 出征 し て 、 計 ら ぬ 存在 と な っ た 。( 多 道 物 人 室 国 強兵 時 代 と 


2 詳 目 肝 EE の コン MMS AN の DD キ 言 捉 
入 本 征 行 客 ナ よい 大 立 昭 革 多 果 
の 可 を 車 形 り そ 特 長 連 " 和 急 を 洋 
連 鉄 度 開か 共 設 し 急 春 と 日 7 つつ 乗 
転 道 は 始 ら 気 計 て 列 い 本 年 ゃ 共 人 
区 省 82 し な 機 ・ 晒 車 を 滴 か 一 2 せ の 
間 で ・ た る 関 製 和 を 結 州 ら 1 じ ー 
は 最 5 ' 特 車 造 9 走 ぶ 国 大 9 あ 

ハ 速 km 最 急 と さ 年 ら 南 の 陸 3 走 
ル 列 と 高 一 ご れ に せ 満 詐 へ 2 号 

ビ 車 い 速 あ 専 た ` る 州都 の ご 」 プ る 
GIII 韻 (SIEAIU 

まあ `1 あ 固 線 本 と 道 な 関 満 
NN0W AUK の 202 2 の 
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ES 0 の IS き M 満 鉄 の 花形 特急 | あじ あ 号 ] を 牽引 する パン シナ 形 蒸気 機関 

めも 格別 で あっ た 。 車 。 日 本 の 技術 力 の 高 さ を 知ら し め た 。 (2 点 共 通 ノ 鉄道 博物 館 蔵 ) 
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現在 は ノン プラ ドッ ク か ら カ ンチ 現在 は ディ ー ゼ ル 機 関 車 が 走っ て 映画 戦場 に 架け る 橋 ] の 舞台 と な 
ャ ナブ リ を 経て ナム トク まで 、 ナ いる の で 使わ れ て いな い が 、 蒸 気 終点 の ナム トク 駅 の 先 に は 、 戦跡 っ た クワ イ 川 鉄橋 。 人口 に は 答 弾 
ム ト ク 線 と し て 連行 し て いる 。 駅 機関 車 用 の 給水 夫 も 残さ れ て いる 。 や 廃 線 跡 を 歩く ウォ ー キ ンク グ ・ ト 型 の モニ ュ メ ント が あっ た 。 対岸 
に は 土産 物 屋 が ズラ リ と 並ぶ 。 沿線 に は 多く の 遺構 が ある 。 レイ ル も 整備 され て いる 。 まで 人 も 渡る こと が で きる 。 


1 JP ああ 


= 民 | 


ーー 一 ーー 一 一 一 


世界 各地 か ら 観 光 客 が や っ て くる クワ 
イ 有 川橋 染 。 何 度 も 空襲 を 受け た た め 、 
一 部 は 新しく 架け 直さ れ た も の だ が 、 
当時 の 姿 が よく 残さ れ て いる 。 
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つ 旨 ヨ を 則 三 し 立 づつ 信 慰 形 を 客 
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寺 
= の 西 子 駅 で 地上 へ 出る と 、 
ョ 広大 な 敷地 の 市 立 博物 館 が 
ここ は か つて 操車 場 


(hi の 】u5【 ゆ が 
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県 れ 追い く くい は 

民 治 日 伯 い る ' 鉄 る 鉄 

中 す 清 行 込 ご 現 橋 道 

と る さま 戦 在 だ 人 造 第 

ち こ 和 汗 れ れ 後 も “ り 九 

と に て た 観 そ 上 連 

こ に 勝 い 鉄 連 光 れ げ 際 

な 利 る 道 合 地 に た の 

っ し “も 軍 と 爆 の 専 

還 に に し 破 も 門 

吾 結 ー よ て き 木 技 

師 炒 部 つ 利 れ 胡 帥 

還 は て 用 る 橋 が 

る 日 復 廃 きこ で 行 

- 本 旧 止 れ と は っ 

当 が 。 き さ に て な な て 

と と 独 9 直 に れ 関 

と は に も な 存 建て 連 

も で 関 ち な す て み の 

に きき 連 ろ どど る ら た も 

年 る し ん を 日 れい の 

々 ~ た 見 本 た “を 

風 そ 鉄 日 る 製 旧 昭 見 

化 の 道 本 こ 蒸 駅 和 る 

し 多 道 と 舎 15 な 

N NN ニニ ーー 計 選 3 くく 構内 が 機 や 年 ら 

NR ー ニ 。 関 っ 3 し 言 は を に で 関 " 一 ば 

し 二 光 こ さこ て わ 戦 兄 も き 車 吾 1 

eo いれ 争 つ 旧 る D 潜 9 高 

8 5) 還 年 k 較 半 を る な の け 軍 "T に 4 雄 

戦前 の 沖縄 県 に は 県 が 運営 する 軽便 鉄道 が 走っ て いた 。 大 正 3 年 (1914) に 那覇 と 与那原 間 の 与 那 原 線 が け 記 る や 6 唯 0 を 

開通 。 そ の 後 、 嘉手納 、 糸満 方 面 に も 敷設 され て いっ た 。 昭和 20 年 (1945) 3 月 、 戦争 の 激化 で 運行 が 停 れ 信 こ 0 一 H 
止 さ れ た 。 さらに 沖縄 戦 で は 線路 や 施設 が 徹底 的 に 破壊 され 、 戦後 は 朝鮮 戦争 の た め の 鉄 不足 で レー ル 
が 徴収 され た 。 そ の うえ 道路 や 米 還 基地 に より 鉄道 敷地 が 分 断 さ れ て し まっ た た め 、 再び 鉄道 が 運行 さ 

れる こと は な か っ た 。 現在 、 鉄路 の 跡 が 街中 や さと うき び 畑 に 残る (現在 糸 満 駅 の トイ レ 跡 は 撤去 )。 
富国 強兵 時 代 と 
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横須賀 の 田浦 地区 は 、 幕 

未 の 慶応 元 年 (1866) に 

横 須 貨 造船 所 が 置か れ た 。 
さら に 明治 政府 は 海軍 の 

横 須 貨 鎮守 府 を 設置 する 。 
現在 も 海上 自衛 隊 の 施設 

が ある 、 まさ に 海軍 の 町 

だ 。 長浦 港 方 面 に 延び る 

頁 物 線 の 線路 跡 や | 旧 海 軍 

の 倉庫 群 が 残 る 。 


道 連 隊 が 開発 し た 貨車 |97 式 軽 貨車 |] が ある 。 
この 車 は 車軸 を 可変 させ て 様々 な 軌間 に 変 

更 で きた 。 一 部 の 貨車 は 保線 用 車両 に 改造 

れ て お り 、 まだ 線路 上 に 乗っ て いる 。 プ レー 
ト に は 昭和 19 年 (1944)、 日 本 車軸 製造 と あ 
る 。 な お 泰 細 鉄 道 で も 使用 され た 。 
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紀 各 時 似 で 医 紀 ボロ 80 尋 維 環 せ 
6 ご 更 列 上 思 地 電 は 計 0 刀 


SS” 紀 所 時 本家 倒 穴 人 の お MS" 
客 答 財 じ め 吉 環 宮 考 衝 0 ウ る 2 記 倒 呈 必 8 宗 
PS で 85 廿 手 St 人 HKG JJ し 凌 列 鶴 る 
ウレ ろ る 8 ぐ Se ズ マ 穴 ぐ 円 字 応 憶 和 
軍 ろ る レ ” 史 代 うつ し る :@2)J 選 < 宮 紀 ぐ 
定 租 僚 委 うし 宰 避 時 0 おく 和 の る で 7 
トペ へー 尿 財 り 3n6H 豚 ぐ 寄 季 8 詳 家 祥 0 
公 。 素 型 況 等 め 買 豆 ン 舞 否 和 閥 人 % 尺 志 
S 時 べく 中旬 < 営 本 つじ 2 ね べく Ap 居 
釣ら 時 綾 り 2 ぐ 察 語 凸 会 震 60] 
補 抽 ) め りら mS 叶 の SA06 環 湖 倒 Kー 
mh PuhN の 2SK こ 人 
の 計 幸 会 旧 凌 mo 記 下 の 的 記 
。 長 結 史 夫 会 つ お 9 MS 中 前 人 S で し 全品 手 ポ 
ア 放 府 る し 悪 或 / ぐ 短 尿 べし る マン 
本 を ai 寺 (の の どら ) 届 窟 旨 つ 窒 租 僅 
症 り 6x 態 し 性 GS 吉 活 悪 三公 環 yeko 
MV つり 密 定 5 生 (つの で の ) 代 問 。 串 手 が 
錠 身 窒 形 察 員 べく 夫 福 岡 下 ぐ 誠 因 
公 避 朴 つ レ yx99 つつ し 9 人 色 人 K 地 ん 肝 凡 
SH 公 種 < ぐ で ド 守 ・ 憶 会 回 所 め 鶴 0 宮 < 
控 や 9 半 入 と 部 完 め 唱 欠 尺 る ら 之 0 で で 
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、 昭和 34 年 (1959) 東京 駅 。 東 海道 本 - コ 人 いさ 
。 株 の 全線 電化 に と も な い 、 大阪 や ル "- 宮 Mr 人 
- 剤 が グン と 近づい た 。 駅 に は 見 送り ーー 2 
、 の 客 も 多く 押し 寄せ 活況 を 呈す 。 
(鉄道 博物 館 蔵 ) | 
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4 が < ン 反 衝 つ 31 他 の 6 と め S る"? RES 寺 (の の) ^ 近 人 区 ー 江 レ 還 8 
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が 6 補 交 貞 下 介 ・ 革 由良 S 旧 財 直 公 飲 Ko 記 芽生 悦司 舞 人 SYO" 年 宮 り 忌 S た 時 
Oo ロ ざ Geo4S 0 ソレ / 細 を 突 し マー 多き 昌 凍 尽 っ 移 AS 吾 寺 8 肖 トト 導 は 人 
最 隊 りつ お 季 還 公 類 の Ke" 和伸 半 G ま ら 弄 G 記 本 「 加 中 」 つつ し 昌夫 "My 尺 器 は 1 


時 結 和 第 だ や お 96 ポ レ ぐ 野生 8 個 咽 父 画 愉 明 補 凶 要 各論 の つつ し 電 較 し 記 和 mh" 
で 全 NG 家 組 つつじ 堅 定 低 年 (の の つり ソ ^ 公 ミ ーー へ て へ 引責 Srx0? 
の ) 野馬 告 多 付 マー さき 一 4m9 か て 皿 計 的 計 (つの ooo) ^ 所 隊 知 紺色 侯 窒 つ 2 
し ぐ 拉 地 持 ロ 「 や ん P へ 明信] 盤 瞳 倒 回 。 振 展 の R 反 誠 頒 和夫 林 交 症 人 S0 会 知 」 人 
ごく て で 似 H 骨 2 紅 革 会 吾 更 じゅ Ox に だ" ホ マ ー や 人 S 晶 朋 股 称 装 回 つ 刀 骨 英 辿 
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車内 外 の 騒音 を 軽減 。 


(写真 〇 浅 水 洪 二 ) 
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し ー エーーー = キキ = ] 


| 





日 本 の 宝 、 羽 ば た く 





性 糧 男 唱 漠 直 t6 振 党 避 
慌 沙 ぐ 刷 下 弄 応 同 己 め 相 中 


EICSSSSMSSEEIECCCI に ke. 才 」 く SM いよ この 
レ 水 邊 や %0n6 和 連 競 会 0 丸 ^ 製 組 察 
しい ル に ニル (0 ルン ルド バリ 9 た 3 は だ OASP ぐ 、 
人 S い "ロロ 過 革 地理 し 華 広 " 舞 宇 察 
堂 業 補い 呈 昼 筐 医 一 く 尼 定 7 
Q ど ーー で 呈 選 きく 民 一 察 衛 燥 主人 
叶 つ づつ お] 愛し 明 宗 察 営 業 対 且 人 
量 瑞 つり JASn6 

つつ し ポ 到 察 答 机 @Q ら ご で 中 避 
時 団 嘩 ミーー ぐ 1 鈴 ” 計 く デー 舞 団 
嘩 革 了 証 公 宮 亡 "0 ぐら ーー 中 
は 3 官軍 くべ 補 要 全 時 の ” 庄 団 敵 
ミーー 父 H 現 つや の の の 評 ぐ 辻 
世 %W 天 つ へ 人 色 入 旧 昌 会 生 レ ” コー 
の の い に 叶 り 肖 代り 形 軍 写し 和 べ 棄 
共 つ し ろ や 裕 翌 察 淀 泉 ( 筐 SN 外 壮 較 


到 ら AG だ 堪 負 案 答 朱 ) や ” Q の ー 








io 衝 ぐ 控 ら 8 位 守 し 出征 0 人 
二 電 独 察 次 堅め ” Q ら ーー の 叶 ぐ 迷 己 
陀 志 欄 一 察 図 引 下 公 吾 肖 つ ? 8 全 
の 財 阜 宮 肖 僚 県 0 2 翌 肛 崇 稀 没 
し く の Se 察 告 暫 居 ぐ 円 に 隊 
と いで 湯 六 捜査 人 短 山 6 
人 SS 宜 肖 紀 公選 側 完 血 ー 
SS 県 や し うけ 

リハ つ 尺 涯 枝 守 股 加 ぐ 赴 詳 祥 な や 
さい ン 無尽 S 電 圭 ぐ 卿 を 近 詩 司 二 
S 下 蜂 ・ 和 聞く べ S2 り の 肖 衣 守 に SS 宗 
7” 疎 埋 狗 志 議案 次 朗 レ ゼー の の ぐ の 
呈 J の の ご の 洋 倒 箕 づつ" や つ 空 調 
々 く ソ ウー の の に 吐 J(o の の 人 父 対 許 " 
ペ 窓 パー の の の 時 ぐに の ご の 作 ” Q の 
つ ざ 中 ぐ の つど ご の 洋 ( 玉 補 簿 英 ) “ 
Q つ どい 呈 ぐ 乙 に の の 江 )。 Q ら mc 
結 ぐ 志 いのら づく っ ) ろ 必 mK 避 察 言 司 
必 全 説く めし 2: 

忠 雪 上 ゆ 人 殺さ S 志 に つら マ 3^ 人 私 


避 和 を G 寄 秋 訟 人 Sc ^ の 選 ー ロ SG ロ の の ロ 


叫 志 く G 彫 是 昌 因 公 層 H6C し SN? 胡 黒 珈 賑 益 足 調 寺 人 Q5 某 革 ] 
6t6 情 か て ロー へ め で 回 EN9 拓 益 忠 人 Q 町 会 毅 や 8 っ 7 





リー 玉 党 記 親和 史 息 つ し 2 ょ X@ 乙 に の の 
LA だ に ー し ルッ リ 導い 2 いく 
だ の た し こそ っ 旨 隊 Em も ベル 07400E ん 6 へ 
たこ いと こく J の た 3 
aJ 各 遂 れ ぐ 8 人 る リー ペペ 一 光 肝 款 
9 昧 題 ぐ 征 策 麗 筑 約 「 揚 に 泌 固 
JO 層 和 定 下 や KGAK る 9 導 h く つ 
きり 3) 介 | 票 う つ じ 稔 生 OSK 

m 旗 世 攻 交 世 ぐ 察 堂 朋 皇 太 パ ー 
の の で 吐 ぐ の ご 人 全容 才 で ” ー 
の の 中 ぐ ロ ー 作 に の の に 計り は 8 


皿 作 の 保 。 ロマ 作付 じ 選定 


JR くつ ウレ い ーー 時 り 加 の 7 


QOT の 喧 8 上 の 淫 全 守 だ で レ う 
NG” 表 定 志 創 " ヨ 演 " 護 所 区 有 
SS る ぐ の | 38S ぐ やり) 同居 の めく 泳 月 
ト で は 軍 Ake く 8 

\> つ 人 T 総 G 特 人 色 / 考 ぐ 守 
税 写 つつ し 寮 十 人 % 忌 レ る x 補 査 獄 ヘ 
時 (会 ウレ S へ リト リー 一 


征 器 や 環 宏 往 堅 " ox ロボ 球 じ め 


) 


高速 は 320km。 (800 素 写真 O 全 盛 正樹 、 E6 系 写真 〇 浅 水洗 


場 し た E6 系 。 フェラー リ の デザ イン も 担当 し た 日 本 人 デ 
取 





ーー 
に 


わせ て アレ ンジ され て いる 。 全車 普通 車 で 、 シ ー ト の 配列 は 2 十 2 列 。 


右 / 九州 新 幹線 の 新 800 系 は 700 糸 を ベー ス に し て 、 加 な 上 り 坂 が 多い 九州 新 寺 
環境 に 合 
左 ノ 秋田 新幹線 用 


線 の 


ザイ ナー 奥山 清 行 氏 が 監修 。 
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結 全 べ 当 宗 忠 紅 政 臣 し 玉 纏 示 ぐ 赴 詳 
り 梁 Wh" mm の の の 年 介 べ 8 部 絞 名 
之 つ し レ Ap” 葵 中 ぐ うり 信貴 三 一 記 
宇山 写 僚 いつ Q い 中” 補 喚 ー で 畔 
mg76Q つ すい 叫 り 家 潜 誕 掲 9 守 ソ 
2 ょ 9? 劉 査 多 疾 に ける 0 し 恒 震 余 涼 
% 志 倒 選 ” 蛋 講じ 8 所 味 咽 害 黄 らら 
co 昌 9 弓 秦 つづ つ 的 ぐ 肖 選 避 " MS 
慌 量 ぐ 居 時 移 叩 ン 等 給 つじ 避 る" 


G ポ 皿 せ 冶 で 宮 
せ 。 環 配 他 NO 
芽 層 世 加 。 足 8 守 
症 G 志 ie 国 端 
で 2 2 の 銘 や 
壁 い 表情 モビ 衣 
%95。 | ヾ 1HS sa に NTN 
棚 j 記 電 慌 全 
陣 づ ご 8 し 半 / 自 
G 坦 で 違 に 赴 し ゃ 業 
諸相 せき せ G セ 8 
ゴ 吊 禄 人 6 牙 刀 6 思 
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WM 
』 1! 1 ョ 
1 W 
1 Ear 
も | 
\ ド 
と 4 


速 移動 の 
聞 記 けけ 


Yo 





td 時 部 os ンー へ 一 で 月 ロー | 


璧 坦 末 寄 堂 繋 ぐ 繋 弓 二 ” 租 
中 G 慈 東 り 家々 か で へ 知人 0 
忘 員 人 相 0 し 2k@G 釣 環 8 る ) 
で SANCa こ 2 の まこ be 人 スペ 
ペー で HH ロー| っ ) 守 KG 誤 ロ 
家計 世 ShKeT 躍 容 し 操 短 ? 
mn 味 繋 ぐ 湯 忘 的 35 り 人 S レ に 


いい 責 の で S ぐ 民 ” 太い レポ お 振 
末 へ 片足 ( 舞 因 ) 叶 記 ぐ 皇 居り 
写 計 だ しろ や 倒 。 ヨ 葵 振 稚 
夫 会 宮 漆 転 *GJ^ 守 々 さり 民 ぐ ぐ 
5 甚 如 全 2 ぐし や で 避 
っ) 人 S 届 宗 宗 ? 福 烈 更に 9 つ 庄 余 
4 付 一徹 9 党 張 つ し る 6? 


1 


東北 新 電 線 の 木 線 に お いさ E5 系 (上 ) 





川 介 2 贅 暫 人 8 や cb/) 


対応 する た め 、 700 系 


が ベー ス の 923 形 が 登場 。 


(写真 〇 浅 水 浩二 ) 
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に 


束 は 300km( 
240 に AIK ア 40146nlfI ES 但 加 5 虚 う 


色 の 取り 合わ せ も 上 魅力 で ある 。 


(写真 〇 浅 水 済 二 ) 
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時 代 ( 
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の る 46 世 只 KG | 悪 独 和 
冠 外 | 8 男 多 し 層 革 誤 G 補 独 和 的 総 
Re 千 狗 他 写 ぐ 邊 構 細 居 " 話 民 加 桁 
S 算 付 臣 綱 詞 介 硫 半 ぐ KAN ロ AA 


Po の =) 1 Na < ヘー の つ し 相 衣 人 め 忌 お 2 の G 窟 衝 
ii ーー ーー 束 表 吉 隊 作 せ 区 補 ぐ で 9 で 和 や ロ 








答 列 起 澤 家 ぐ ー 下 撃 名 千 会 心 培 案 窒 ぐ 察 堂 没 )% ツ に と も IE に ん ゃ o 人 に そく た 5 リド さ に も の 
ロ 必 G 夫 答 的 利 思 もり 竹村 くく 骨太 だ 間 早 交 全 や 7 sg た pxG 更 店 AJX6O レ る 

稚 弄 で ご 叫 ぐ 農 選 称 邊 筐 じゅ 0x6 答 型 h ト へ 測 鶴 ぐ 食 愉 和弥 窒 宝 セス 家 りら 癒 t9 問 独 正 弄り 規 じ 
由 醒 -、 諾 導 算 < く ( 弟 環 江 キー トコ) AE しら 5 篤 / 麗 細 話 人 リリー 


へ を 人 4) 窟 由 察 色 世 療 呈 中 人 業 
9 庄や hG GS 倒 束 定 S" や うる) 誤 ぐ 

| 悪 型 邊 回 直 ( で 祝 ) 只 レヒ に 恋 
kJ” っ の 心 蛍 定 口 提 所 宏 会 占 列 
福 玩 直ぐ や ロ スベ ホーン ー 父 伺 76rG? 

月 へ 一 私 へ 伏 表 一 は 名 必 司 屋 人 KK 
ー ム ハハ へ 届 半 愉 。 路 完 朱 豚 宮 レ ン 
で ぐ KN0 SG ポーm 懇 家 何人 SkGT 人 T 倒 必 
mo の 呈 計 4 振 密 沖 (o 時 (一 oo に 
Q) り 要 四 ぐ 各 犯 の つり 細 一 無 


避 配 し 卿 尾 会 條 % 0 95 有り SG 更 昼 紀 


レー 
に 


誕生 、 そ の 性 能 は も ちろ ん の こと 優美 な スタ イル で も 有名 。 


ーー 


中 昌 引 川 MT 
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1E3B 目 引 


積ま れ た 石 記 も リア ル だ 。 


レー 
に 


車両 ステ ーション 中 央 の 転 車台 で 出迎え て くれ る の は 旅客 
用 に 開発 され た C57 形 だ 。 国 鉄 蒸 気 機関 車 開発 の 円 台 期 


則 RS お 近 N 輸 王 屋 じ で 利 
NN の に A17 イ クノ 
喉 所 へ KK 人 届 手 ( く の 家人 全 有り SV で 


^an ぐ 必 守 ” 客 抱 完 ぐ 無 細 移 咽 室 
JWN や 8 人 稚 SSKG mn 中 繋 応 党 
aJS QAANn43T 和 列 詞 @ 村 し Sr 
aJaJ の り 較 で 剛 了 選 補 下 め 宮 更 0 
ぐり る ょ 97 

問 列 簿 団 結 じ お 箱 ぐ 毅 中 和 民 < 
Ke ダン 楽 骨 吉 ぐー ス 外 ” 
4QJ は ド 磁 析 処 合 了 、 約 2 つり 窯 


| 者 [| 
/ 関 | 還 
| 
理 | 1 0 | 
ー- 上 ー ェ = ー 1 ーー ーー に コ 1 二 ー = 世 

1 | M コ | ! | W 

」 『 箇 「」 

L」 所 画 
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本 円 L 
を = 6 
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車 内 還 _ 中 | 器 
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ーー 
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気 機関 車 
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請 ! 
邊 P 
ラテ 
と 風 和 八 


製造 年 : 昭 和 15 年 (1940) 


@574) 
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0O22 2 ヤマ ヤー 
火の粉 止め 機能 を 備え た 大 


Es 
こと 


本 
注目 し た い 。 


員 
ー7 


2 


ドー 


イル 。 こ こ で も 銘板 の 数 字 請 際 


SL で 鉄道 運転 が 始ま っ た 。 請 旨 
き な 煙突 、 ま る で ウエ スタ 
ン 映 画 に 出 て 来 そ うな スタ 


(7100 形 蒸気 機関 車 ) 
北海 道 で は アメ リカ 製 の 且 須 用 


負 造 年 : 明 治 13 年 (1880) 


弁慶 全 機 関 車 


EE 


【 


土 
守 


転 を 開始 。 当 B 


連 


に ヨコ 


明治 5 年 、 新 栓 一 横浜 則 で 


(150 形 蒸気 機関 車 ) 
製造 年 明治 4 年 (1871) 





ゞ J 

近 民 雷 ぐ 時 必 3 人 羽 め 34) 慌 
%O46w を を 人 KK 入信 國 款 。 叶 
害 ぐふ キキ 公 邊 テー 衝 糞 く ) 
J6nx6@ ウ 必 HK 入 へ 有 営 風 己 所 し 淫 MM ぐ 
3 近 EAK 繋 序 革 付 SSKG 部 襲 
SQ お トペ ご 表 師 揚 (くべ 0 お めく 
3 J 記 8 岩 選 所 喘 窓 ぐ 仁 琲 の 光 で 
S 密 下 各 型 し 中 評 づつ " 宮 混 壌 ぐ 呈 
時 名 写 引 パト X 選 会 札 塞 息 称 息 

レ に で 叶 め り 2J2 の 人 約 選 。 有 麺 め ト 
へ 括 は 8 で MAT 
ぐり に m の ご 堂 移 RS hG か 
Sen9 償 。 引 完 ぐ 届 程 8 | 作 有 」 時 
代 員 の | 冬 加 ][ 綴 」 2 等 己 
7 の)IIC4K、m に や ア こり 
SKIE 人 レス ょ 0? 

送る レス ンス)” 人 触 革 終局 く 
明 司 祭 陰 SSKGT 本 円 告 だ" 填 求 


レー 
に 


けた の が 1 号機 関 車 だ 。 


検査 を 受 


式 名 は 150 形 と され て いる 。 銘板 ( 


は 製造 年 1871 の 文字 も 読め る 。 


レー 
に 


の 機関 車 は 全て イギリス か ら の 輸入 だ っ た が 、 


そこ で 最初 ( 
形 


パル 2 


で や OSA 還 o の 玩 要 つ レ 3x@7 





の 


ん ゴ 幅 走 り 加 で る 爪 ら ユ ーー の 
明 局 33” 林 夫 お 状 現 じ " 咽 察 は ポ 
へ 入 和 愉 細い 手 S 艇 


者 


e) 


+ ル パ 


) 
人 S 局 や や ぐし レ る ne5 6 普 記 57 


99 たく AN に そい た BS 呈 マク < ま SIKSA 
S 骨 局 め 束 天羽 加 人 S パ や 軸 ぐ 個 牙 
人 た ニー ド :* か まい t に た (た ここ 

よ 瓜 ら ーー の 蛍 細 持 ぐ 写 会 2 ロ ポ 
つっ) 回 選 そ の S 基 有 穫 時 ( くり トー 
符 ) の 届 1 を レタ 5:@ 全 月 忌 叶 店 
油 所 ” 寺 慰 性 吉 ぐ 秘 旧 JXSkG 引 窒 
講 列 会 狼 : く つ 丸 骨 旦 補 ? 塞 慌 誠 問 
己 辻 KG 時 り リー ペー 技 つ し 笑 
世 さ つり し 逐 訪 MG 款 ぐ 696 貴 必 
0 ビレ 2n6 父 昌吉 BNH ロ AH 
へ ヘル セ 公 錠 へ AS し 鯉 司 並 定 S 災 の 
に MS) ん マス = 

司 屋 K ホ ー ハ mAG 革 表 り 8 個 
党 畠 和 ( ホ ペー へ) ホー トト) 会 説 生 


= 選 い 加 / 較 6 
て 計 記 @ 叩 半 し つ さ ご 
| 店 塵 務 一 豆 巡 提示 
AG 尽 る NG 
上 K 還 と 有紀 W で 万 
本 SNE MD 。 京 

や に 中 刀 けら 
誠 有 さく うり Ssw つ 組 

ミ =s う つぐ G 玄 ぃ G 軍 
KK 語 緊 記し 起 で 
錠 衣 財前 革 剖 EwG 

まき 可 G や 較 末 照 帆 
HO 蘭 記 - せ 款 団 妃 

ミー 球 へ つ 下 呆 款 皿 


Q 記 拉 EK 繋 散 司 会 密 " レ Ax@” 苗 
禄 由 り 抽 選 % 史 2k@ |「 の つ 58 で 
SQ 天 能 | SS り 。248 8 の 座 ぐ 〇 に 
稚 負 生 。 圏 束 躍 間 ぐさ ぐ の つた で 記 掲 守 
賞 和 忌 司 物 誠 条 つね っ の Oo 中 蓋 誰 
KG” 貴司 上記 光り ^ 起 組 的 塞ぐ つ 守 
父 必 紀 告 匠 く 回 禄 吉 電 公定 S 光 ビレ 
、oo 

縫 則 UDG 寺本 補 ぐ 租 定 避 邊 量 つ 
に ルミ シー 

で ここ ル こ の < 
ふ で きぐ 夢 と S き 尺骨 全 Q 二 品 ] く 0 
ぐ レ 426 令 。 福 芝 他人 ぐ 東 じ 走 享 父 
蛋 震 凶 琴 ぐ 秘 癖 札 近 ( 人 ふく mo 
ー 江 ) 堪 塞 父 末 吉凶 認 っ ) り 入湯 凶 定 
S 戻 羽 人 所 じゅ OxG 移 個 居 正定 
S 賜 告 ( や くす の ー 答 ) 8) ぴの 
本 梓 ぎ 生 ( プ の ら の 6) 届 肘 絞り 
迄 穫 守 世 制 松 ぐ 塞 8 |)%W| を 王 球 
民喜 ぐ 密 間 「 交 和室 め 」 突 穫 寺家 器 
竹 穴 ぐ 間 前 「 る 人選 を 才 多 る ) | 
S2) う つり 坦 足 つめ" 

ふく ーー の と 演 ぐ 踊 届 人 % 記 し る 
RefT る 身 全 で 私 ミ ーー さて へ 、 ろ っ) 
記 守 近衛 毅 華 ぐれ くく 党 
33? 幼 吉 8 史 定 会合 胃 ” 志 定 補填 
写 つ し 脱 で で MS 選書 征 壮 ぐ 錠 
中 っ の 皿 区 0 レス 

時 破 K 上 トー ハハ AG 下り 8^ 採 坦 
弄 察 答 繋 ぐ 守 近 恒 (ご 洋 ) を 想 岩 ・ 
ーー 唆 察 淀 業 し 中 足 つ ね の ご 活 め < 


071 | 日 本 鉄道 歴史 紀行 





9850 形 
桂 気 機関 車 


製造 年 : 大 正 元 年 (1912) 
東海 道 線 全 通 時 、 国府 津 一 治 津 間 


は 御殿 場 を 経由 する ルー ト だ っ た 。 


ここ で は 女 勾配 が 連続 、 走り 装置 
を 2 組 備 えた 力 の ある ドイ ツ 製 マ 
レー 式 も 導入 。 複雑 な 構造 が 判る 
よう な 展示 に な っ て いる 。 


2 都 数 の さき う マ 
0 圏 回 走 ー 広 も 
0 の る 新 大 見 
m 通 新 風味 な 落 
に 勤 幹 景 線 ス と 
も 電線 が 是 ペ せ 
お 車 か 再 画 | な 
よ や ら 直 は ス い 
ぶ 貨 入る 87 に “ 
線 物 急 れ 分 80 約 
路 列 ` て の 人 分 23 
を 車 さ い 1 の 
か ま ら る - 1 10 
【 け で に “で の m 
め 約 は 毎 鉄 大 と 
く 1 弟 日 道 きい 
Aa と 鉄 流 る 
ツ ッ が 最 が 人道 れ フ 
キ つ 後 で の に ロ 
- 定 引き の 舘 グ 
ト み 本 る ろ せ ラ 
レ よ 館 の いて ム 
イ う お だ ろ 変 が 
ン よ な 化 実 
2 で の ン す 洒 
ラ れ 南 | る きる 
ス ぞ 館 ン 賠 れ 
と れ の を 明 る 
呼 パ 屋 楽 の 
(は 店 衣 太 し 普 
7 ジウ (人 む か 日 
て マ も こ で の 
出 を 走 き ル の い 
と 眺 つる な 新 る 
な め て "どど 幹 が 
る る い 特 の 線 ` 
は こる に 走 ` こ 
す と た 新 行 通 こ 
で は め 怪 シシ 勤 か 
あ で … 線 | 電 ら 
る き な は ン 車 は 
~- す か お を “すす 
な も 見 ニニ ぐ 

中 か に る ュ > 近 
重 そ 高 こ | < 
8 の ) 28 ど シ で 
想 走 線 も ヤ ャ 本 
い 和 行 を で ト 物 


書 泡 機関 車 
(1290 形 蒸気 機関 車 ) 
製造 年 : 明 治 14 年 (1881) 


日 本 で 最初 の 私 鉄 と な っ た 日 本 鉄 


所 が イギリス か ら 輸 人 人 し た SL。 


機関 車 名 は 埼玉 県 川口 市 の 善光寺 
付近 で 陸揚げ され た こと に ちな お む 。 


各地 の 鉄道 建設 工事 に 活躍 し た 。 


転 か 上 
が ら KG 
で 新 き 
き る 
る 3 

示 


剛 S 護 司 M0k9 罰 丈 藻 

ビ の 旭 人 YY 。 半 マー マロ クベ OO 

2 芝 寺 健 問 頁 SG の SS 流 と みる 
2 

受 洪 胃 中 中 yr0k9r0k へ 忠 づつ 深 選 二 

深 /v 豆 名 汗 / 昼 畠 で 計 世 画 へ 詞 





クモ ハハ 40 形 電 
製造 年 : 昭 和 11 年 (に 


国鉄 で 初め て 20m 車 体 を 採用 し た 電 
車体 を 大 型 化し た こと で 輸送 カ が アッ 
プ 、 上 写真 の 車内 構造 と と も に 
通勤 電車 の 基本 と な っ た 。 丸み の ある 
前 頭 部 な ど が 特徴 的 で ある 。 床や 窓 梓 
中 少 多 シ 


は 不 造 、 照明 は 白熱 灯 だ が 、 


ー ト に 刷り 輪 と いう 基本 構造 は 今日 の 
通勤 電車 と 変わ ら な い 。 





ここ 馬 WT 





ーー lm ーー 





ノリ 





ED40 形 電気 機関 車 


製造 年 : 大 正 10 年 (1921) 


信越 本 線 横川 二 軽 井沢 間 ( 現 廃止 ) 
に は 66.7%。(1000m で 66.7m の 差 
が 付く ) の 勾配 が あっ た 。 こ の 勾 
配 移 服 の た め 、 線路 の 中 央 部 に ラ 
ッ ク レ ー ル を 敷設 、 機関 車 の 歯車 
と か み 合 わせ て 運転 され た 。 


の 両 マフ つっ 事 の 
施 の | て 両 ま 鉄 
設 仕 ク は だ た 道 
を 組 や お け “ の 
紹 み 駅 宝 で 鉄 歴 
介 名 と は 人 道 喝 
す 言 標 な な 菩 が 
る ぢ る い 物 読 
コ や き 歴 “ 館 み 
| 踏 ら 代 鉄 の 取 
ナ 切 に 別 道 展 れ 
| は 車 フ 示 る 
も 線 鉄 の アァ は の 
あ 路 道 へ ン “だ 
る な や ツ に 実 “ 
 - ど 車 ド と 物 


⑥) 


製造 年 : 昭 和 11 年 (1936) 
。 東海 道 本 線 の 特 】 





エリ リア で 計 遇 あき 20 和 め 、 


芝 ピ 國 羽 早 合 比 レア ヘマ パタ 


EEF55 形 電気 機関 車 


恩 用 に 製造 され た 記 
関 車 。 世 界 的 に 流線型 デザ イン が 流行 っ 
た 時 代 で 国鉄 も これ を 追従 し て いる 。 近 
年 の 一 時 期 、 動態 に 整備 され て JR 東日本 
この 時 に | ムー 
= ミン | の 愛称 で も 呼ば れ て いた 。 





ハニ ブフ] 形 客車 
( デ 963 形 電車 ) 
第 造 年 : 明 治 37 年 (1904) 


明治 37 年 、 中 央 本 線 の 前 身 と な る 


甲 武 鉄 道 で 普通 鉄道 と し て 日 本 初 の 
電車 運転 が 始ま っ た 。 当初 運転 され 
た の が デ 963 形 電車 だ 。 その後 、 モ 
ー タ ー を 外し た 客車 と し て 活用 され 、 
今 に 残 っ て いる 。 


活 道 線 4 し る 
こ 中 新 用 く 
の し 替 の ? で る 
よ て 線 4 と き ら 
の LA EG 還 だ 
に る 一 0O ば 評 本 
車 EE は 系 れ 値 館 
画 5 や た へ か 
ス 系 ぶ そ Er ヶ ら 
テ が さ し 1 向 2 
| 並 一 て 系 ぶ 0 
ン ん な 東 2 1 
ン いと ・ 形 年 
歩 "て 海 旦 M 新 





電気 機 





日 本 鉄道 歴史 紀行 | 072 


| 造 年 : 昭 和 39 年 (1964) 


昭和 39 年 10 月 1 日 、 東京 一 新 大 阪 間 の 東海 道 新 
還 張 が 開業 し た 。 北海 道 か ら 九 州 ま で 国内 各地 
を 結ぶ 新 寺 線 ネ ットワーク は ここ か ら 始 まっ た 
の で ある 。 開業 時 の 様子 を 再現 し て 展示 。 





製造 年 : 昭 和 39 年 (1964) 

走る ホテ ル と し て 人 気 を 誇っ た の が | ブル ー ト 
レイ ン 」| と し て 知ら れ た 寝台 特急 だ 。 和 夜間 は 絆 
台 、 昼間 は 座席 と な る 専用 の 寝台 客車 を 使っ て 
日 本 各地 を 結ん だ 。 列車 名 は | あさ か ぜ 」 な ど 。 


シー 製造 年 昭和 43 年 (1968) 製造 年 : 昭 和 40 年 (1965) 





EF66 形 は 特 女 次 物 用 と し て 開発 され た 電気 機関 国鉄 時 代 、 在 来 線 の 特急 用 に 開発 され た 電 
車 だ 。 高速 運転 、 し か も 力持ち と いう 性 能 を 持つ だ 。 高速 運転 に 適し た 高 運 転 台 に ボン ネッ ト 
こと か ら 貨 物 吉 要 の 減少 に 伴い 、 国鉄 暁 年 か ら は と 独特 な スタ イル で 一 世 を 風 麻 した 。485 系 
| ブル ー ト レイ ン 」 も けん 引 す る よう に な っ た 。 青い は 直流 ・ 交 流 電化 を 問わ ず 運 転 で きる 性 能 
車体 が 青い 和 寝 台 客 車 に 似合っ た 。 ちら 、 全国 各地 で 活躍 し て きた 。 


回 ea どう 鉄道 博物 館 て つと うら は < ぶっ か ん 
志 ーー 埼玉 県 さい た ま 市 大 宮 区 大 成 町 3-47 
TEL ン 048-651-0088 (休館 日 を 除く 10:00 一 18:00) 





= aa 3 開館 時 間 ノ 10:00 て 17:00( 入 館 は て 16:30) 
aa 休館 日 火曜 、 年 末年 始 入館 料 ノ 一 般 1330 円 ほか ャ ーー 詳 共 ーー 
SudIESTU io アク セス JR 「 大 宮 駅 」 よ り 埼 玉 新 都市 交通 ニュ ー シ ャ トル 旧 木 館 お よび 南館 の 
ーーー ーー で 2 分 「 鉄 道 博物 館 (大成) 駅 ] 下 車 、 徒歩 約 1 分 一 叶 上 か が ら は 本 物 の 
「 WAJA 月 だ IIUEVI10 に 1 に 1011 目 | 74 ” 新幹線 も 見 える 。 


鉄道 博物 館 で 旅 の 気分 
レス トラ ン & ミ ュー 


トレ イン レスト ラン 

日 本 食堂 

車両 ステ ーション 2 階 に ある 食堂 車 を テー マ と し た レス トラ ン 。 一 
部 の テー ブル は 食堂 車 を 模 し た イン テリ ア の 中 に 収まり 、 ま る で 列 
車 に 乗っ て いる 気分 で 食事 を 楽し め る 。 ビ ー フ シチュ ー や 、 ハ ヤン 
ライ ス な ど 洋 食 メ ニュ ー が 豊富 に 拉 い 、 食 器 や シル バー は 寝台 特急 


ゞ | 四 会 * ー ー = 00 
[北斗星] の 食堂 車 で 使わ 人 呈 (@ し \ た 本 物 7 二 走 リリ 5 訪 つ た 列車 た ち に プティ ゴー フル 2 年 セッ ト 


思い を 馳せ 、 ノ スタ ル ジ ッ ク な ひと 時 を 楽し みた い 。 ビ 阪 と に 、 _p EE 鉄道 情 物 館 限定 
TEL/048-662-0811 営業 時 間 ノ 平日 は 11:00 て (16:30LO)、 まき = | 1080 円 
土 休日 は 10:30 て (16:30LO) 


0 クン (21 0 も まで さま ざま な 世代 が 楽し め る 鉄道 グッ ズ や 鉄道 玩具 
和 1 と た っ を 多数 揃え て いる 。 鉄道 を 想起 させ る デザ イン や 機能 に 
け 継 が れ た 伝統 の デミ クラ > だ わっ た 鉄道 博物 館 限定 の っ ズ あ 流 目 だ 
こだわ っ た 鉄道 博物 館 陣 定 の ひ オ リンナ ル グ ッ ズ も 必見 だ 。 
スソ ー ス で 和牛 肉 を じっくり 抽 時 
NN、 ん 寺 3 早 。 TEL/048-662-2727 営業 時 間 /10:00 一 17:00 
※ 料 金 は 全て 税込 JR 東日本 商品 化 許諾 済 、 鉄道 博物 館 商品 化 許諾 済 





073 | 日 本 鉄道 歴史 紀行 。 ※ 新 型 コ ロナ ウイ ルス (COVID-19) の 影響 で 内 容 が 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 ホ ー ム ペー ジ を ご 確認 下さ い 。 
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| 日 光 案 内 : 日 本 鉄道 会 社 線 ] (明治 26 
会 図書 館 蔵 よ り 


075 | 日 本 鉄道 歴史 紀行 


りり 球 沈 ゆ 時 部 手 吾 球 公 作 思 斗 振 課 作 
世 球 叶 づつ 和民 し 人 総 末 S 規 詳 INAAH 和 時 9 レポ 


JJ じ 旬 富 湯 定年 己 四 愛人 昭 め 記 記 

「 ズ ペロ 療 計画 : 近 培 痢 富康 器 計 加 窒 』 称 釣 邊 7 
親 光 ぐ 人 実 史 玩 党 和 ) の 避 握 避 巧 る ろり 尿 お る ? 

以 N 穴 医 現 く ( 事 環 キー トコ に て) 
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。 農 湯 G 天 二 哀 「 難 上 ] つく 忠和 品 ) 誠 展 弄 穫 GS 補記 
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まま 回 当っ NOS 導 導 AvoAS で っ no EUVIoK の IP 
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No+6S6 近 SNK 柚 序 結 償 下 里 つ 7 世 旨 の 時 (コー の の らら ) りお [所 選 廻 


3 SG まん 
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eS 王 





手 豆 駅 


小樽 港 に 隣接 、 石灰 な ど 物 
供 の 柄 み 替え 拠点 と し て 設 
直さ れ た 。 廃止 後 、 駅 跡 に 
小樽 市 総合 博物 館 が 設置 さ 
れ 当 時 の SL な ど を 展示 。 
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下 “ 
札幌 駅 用 が 2 
札幌 に は 開拓 使 が 設置 され 、 ラバ 
当時 か ら 北 海道 の 中 心 と な 
っ て いた 。 明治 13 年 (1880) 

追 内 初 の 鉄道 と な る 幌内 鉄 
道 開業 と 同時 に 札幌 駅 誕生 。 





室 剛 港 に 隣接 、 夕 張 地 域 な / 「 で 
と で 産出 する 石 記 の 積み 出 人 

し 拠点 と し て 設置 。 明治 自 

25 年 (1892)、 初代 駅 開業 。 廊 

改称 し て 現 ・ 東 室 議 駅 。 


※ こ の 図版 は 副題 に 「 新 鐵道 起工 及 設計 
- 線路 ] と ある よう に 既設 鉄道 だ け で な < く 計画 
鉄道 も 記載 され て いる 。 また 、 初版 は 明治 
29 年 (1896) 4 月 に 発行 され て いる が 、 本 図 
_ は 明治 34 年 (1901) 1 月 の 再版 発行 版 だ 。 
鉄道 路線 は お お むね 明治 29 年 時 点 の 情 
報 と な っ て いる が 、 多少 前 後 し て いる も の 
も 見 受け られ る 。 さら に 図版 所 持 者 が 赤 
鉛筆 な ど で 加 筆 し て いる 部 分 も あり 、 参照 
の 際 は これ ら の 点 な ど に 留意 が 必要 で ある 。 


育 森 駅 


日 本 鉄道 に よっ て 設置 。 国 
有 化 後 の 明 治 41 年 (1908)、 
青森 函館 間 に 国鉄 直営 航 
路 が 設け られ 、 北海 道 連 絡 
の 玄関 口 と な っ た 。 


日 本 鉄道 の 青森 全 通 時 に 設 

直さ れ た 。 現在 、 JR 大 湊線 

の 分 岐 駅 と な っ て いる が 、 
識 こち ら は 大 正 時 代 に 大 湊 埋 
是 便 線 と し て 開業 し た も の 。 









2 
尻 内 駅 
昭和 46 年 に 改称 、 現在 の 八 
戸 駅 と な る 。 日 本 鉄道 の ル 
ー ト は 八戸 で は な く 、 内 陸 


の 尻 内 を 経由 、 支線 で 八 ノ 譲 
戸 ( 現 ・ 本 八戸 ) へ と 結ん だ 。 
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村山 駅 
明治 22 年 (1889) 2 月 1 日 に 
国府 津 一 静岡 問 が 開通 し た 。 條 大 


延伸 、 東 海道 線 全 通 を 目指 ァ ン スッ 
し て 工事 が 進ん だ 。 人 、 
み 時 | み カロ 
御 典 場 駅 較 横須賀 駅 
昭和 9 年 (1934) に 丹那 トン 横須賀 は 軍事 上 の 重要 拠点 本 
ネル が 開通 する まで 、 東 海 較 議 且 だ たっ た こと も あり 、 明 治 22 
道 線 は 現在 の 御殿 場 線 ル ー 議 路 年 (1889) に は 大 船 一 横 須 
ト で 運行 され て いた 。 急 勾 質問 が 開通 。 久里 浜 へ の 延 
配 史 服 に 苦労 し た 区 間 だ 。 | 伸 は 昭和 に 人 っ て か ら だ 。 
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現 ・JR 難 波 駅 。 明治 22 年 
(1889)、 JR 関西 線 の 一 部 
と な る 大 阪 鉄道 の 起点 駅 と 
し て 設置 され た 。 後 の 合併 
で 関西 鉄道 の 駅 に な る 。 
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津山 駅 


JR 津山 線 の 前 身 と な る 中 
国鉄 道 に より 明治 31 年 
(1898) 開業 。 大 正 期 の 延 
伸 で 現在 は JR 津山 線 の 津 
山口 駅 と な っ て いる 。 


明治 24 年 (1891)、 山陽 鉄 
道 が 兵庫 県 と の 県 境 に 近い 
三石 か ら 当 駅 まで 延伸 、 そ 
の 時 に 設置 され た 。 山陽 鉄 請 二 
道 は その 後 も 西進 を 続け る 。 上 負 笠 





ン 高 松 駅 
明治 22 年 (1889) 讃岐 鉄道 共和 蘭 明治 30 年 (1897)、 讃岐 鉄 
に よっ て 開設 。 駅 に 隣接 し 関 装 蘭 織 括 に よっ て 設置 され た 。 明 
た 丸亀 港 は 古く か ら 開 か れ 、 隊 治 43 年 (1910) の 宇高 連絡 
この 時 代 は 四国 の 重要 な 女 二 表 細 衣 連 航 開始 に より 高松 駅 は 便 Sa 
関口 と し な っ て いた 。 宅 二 四国 の 玄関 口 と な っ た 。 ピン 
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博物 館 明治 村 に デー 還 
動態 保存 され る 160 形 


160 形 は 明治 末期 まで 国鉄 で 使用 後 、 
地方 私 鉄 な ど に 転じ た 。 そ の うち の 1 
両 は 現役 引退 後 も 解体 を れ 、 知 県 に es 
犬山 市 の 博物 館 明 治 村 に 保存 され た 。 き 物 館 明治 村 の 1 60 形 は 名 古屋 鉄道 
現在 は 動態 に 復元 (ボイラ ー は 1985 年 畔 代 の 12 号 楼 を 名 乗る 。 明治 期 の マ 
に 交換 ) され 、 展 示 運 転 も され て いる 。 ッ チ 箱 客車 を 率 き 、 乗車 も 可能 だ 。 
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【DATA】 主要 諸 元 考 /「 形 式 別 国鉄 の 蒸気 機関 車 」 な ど 
形式 :160 / 構造 : タ ンク 式 機関 車 旧 所 属 : 鉄 道 作業 局 火 格子 面積 :0.7m 
製造 初 年 : 明 治 4 年 (1871) 軸 配 填 :1B 伝 熱 面積 :49.3m 

製造 会 社 : シ ャ ー プ ・ ス チュ アー ト 社 全長 :7696mm 機関 車 重量 :21.71 

製造 国 : イ ギリ ス シリ ンダ (直径 X 行 程 ) :305X432mm 水 タ ンク 容量 :2.3t 
製造 両 数 :6( 増 備 2 両 を 含む ) 動 輸 直径 :1346mm 燃料 積載 量 :0.75t 
機関 車 番号 :2 5、22、23(160 165) 使用 圧力 :8.4kg/cm 弁 装置 : ス ティ ブン ソン 式 
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101 | 日 本 鉄 首 歴史 紀生 新橋 横浜 間 開 業 時 に 使わ れ た [一 号機 関 車 (P71) 」(150 形 、 国 の 重要 文化 財 ) は 鉄道 博物 館 ( さ いた ま 市 ) に 保存 され て いる 。 


chrn 。 
|I ご ず 1 





史 本 潮 と 宅 六 肝 人 芝 池 ご 党 wryrY は 


だ 人 22U 遇 の 


全 詩人 芝 國 沙 召 着 。 ば は さく パ ざ 


WW て 町 民 亡 Srr 。 と ら の 足守 豆 軸 一 


れ の 一 鉄 め に 
- 鉄 表 鉄 道 て 就 
欧 道 鉄道 開 意 い 
米 技 道 記 業 義 た 
府 術 の 念 sk の ば 
国 は 日 日 周 あ か 
で 19 一 年 る り 
邊 全て と 目 る も 
設 編 と 定 >> の こ 
。 初 続 め 計 と の 
運 頭 い 電鉄 
行 に て そ 10 ぇ 人 道 
が 実 い れ 月 て 開 
進 用 る が 14 い 業 
め 化 “" 現 日 た を 
ら ざさ 上 よ を 人 極 
招 け 関 日 5 が た 
際 だ 係 本 人 " エ 
し 者 人 に ヒド 
て な の 鉄 の | モ 
お お 三 道 ば ク ン 
り 分 職 つ 時 ド 
- 鉄 の 員 た の ・ 
同道 一 は “ 外 モ 
時 以 が 2 ち 国 レ 
期 外 外 5 な 人 ル 
の で 国 6 み 技 な 
曜 も 人 人 に 術 ど 
道外 だ で 同 者 が 
以 国 っ “時 は 有 
外人 た 鉄 期 1 名 
の を わ 道 の 1 だ 


WMHHI 拓 太 


の 


ンク 
ゾ / NM 
mW 


WMHIIM/ 
Ni ん 


さ 
グ 計 w 
mW 


Te 


用 


JR 品川 駅 の 前 身 と な る 駅 で 、 本 
図 で は | 品川 ステ ーション 」 と 記 
され て いる 。 明治 5 年 5 月 7 日 
(1872 年 6 月 12 日 )、 品川 ~ 横 浜 
間 仮 開業 時 か ら 営 業 を 開始 し た 、 
日 本 最 古 の 鉄道 駅 の ひと つ 。 
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_ 新橋 停車 場 


新橋 一 横浜 間 鉄 道 の 起点 と な っ 
た 駅 で 、 本 図 で は | 新橋 ステ ー 
ンション 」 と 記さ れ て いる 。 大 正 
時 代 に 汐留 駅 と 改称 。 現 在 の 新 
栓 駅 と は 位置 が 異な り 、 浜離宮 
に 隣接 し た 汐留 シオ サイ ト 付 近 。 
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守 線 長 二 
] 庄 有 車 長 詰所 


新橋 ステ ーション 


※ 中 ・ 下 等 待合 所 が 
あっ た と いわ れる 














開業 時 の 
新橋 駅 舎 平面 図 

新橋 停車 場 の 本 屋 (駅 舎 ) は 、 横 
浜 停車 場 と と も に アメ リカ 人 建築 
家 R.P. ブ リジェ ンス が 設計 。 木骨 
石 張り の 桁 行 68 尺 8 寸 (20.8m )、 
梁 間 31 尺 6 寸 (9.6m ) の 2 階 建て 2 
棟 と 、 こ れ を 結ぶ 桁 行 8 間 (14.5 
m)、 梁 間 8 間 の 木造 平屋 1 棟 か ら 
な っ て いる 。2 棟 の 屋根 は 瓦 暮 き 
で 、 軒 に は 高欄 を めぐ らし た 。 新 
橋 、 横 浜 と も 同一 設計 だ っ た 。 





日 
国立 公文 書館 蔵 
新橋 横浜 間 鉄 道 之 図 


工 部 首 鉄 道 察 が 新橋 一 横浜 
間 開 業 に 向け て 作成 。 元 供 
料 は | 公文 附属 の 図 ・ 五 号 
新橋 横浜 則 鉄 道光 図 ] と あ 
り 、 太 政 官 に 提出 され た 文 
書 の 一 部 と され る が 、 井上 
勝 が 新橋 で 明治 天皇 に 献上 
し た 図 も これ に 類似 し た も 
の だ っ た と 思わ れる 。 
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着 に 年 は 画 た 鉄道 感 
8 、 け 品 5 さ 作 追 一 当 ヒ 
汽車 出発 時 刻 及び 賃金 表 」] と 当時 の 運賃 こ 明 れ 四 。 よ 初 
品 いこ 
新橋 横浜 間 本 開業 時 の 運転 は 、 登場 し て いる 。 実 横 日 3 * 神 ら り 厚 る 
両端 駅 を 朝 8 時 か ら 夕 刻 6 時 まで 正 当初 の 運賃 は 明治 4 年 (1871) に は 浜 年 正 新 戸 に 東 治 - 
午 を 除い て 1 時 間 お き に 出発 する 1 「 新 貨 条例 ] が 制定 され て いた に も 委 8 少 っ 凍 人 長政 
日 9 往復 の 運転 と な っ て いた 。 当初 関わら す 、 両 ・ 分 ・ 朱 と 江戸 時 代 の ( 先 7 量 楠 に 近 と 府 
は 全線 単線 で 、 川 崎 で 行き 違う スタ まま 記さ れ て いた 。 こ れ は 開業 後 ほ 品行 2 る が 浜 鉄 の 中 の 
イル だ っ た が 、 明 治 14 年 (1881) ま ど な く 円 ・ 銭 ・ 斉 に 改め られ 、 新 橋 川 仮 由 始 間 道 区 邊 
で に 全 区 間 が 複線 化 さ れ て いる 。 こ 横浜 間 は 右 下 の よ うに な っ た 。 貨 の 業 月 5 名 建 口 結 三 
れ に より 運転 本 数 が 増やさ れ 、 新 橋 幣 価値 は 変動 し て いる が 、 米 価 か ら エエ に 12 明道 設 と ぶ 守 
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JR 鈴 見 駅 の 前 身 で 、 本 図 で は 





川崎 停車 場 … 


JR 川崎 駅 の 前 身 で 、 本 図 で は 





新橋 一 横浜 則 鉄 道 の 終点 と な る 
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駅 で 、| 横 浜 ス テー ショ ン 」| と 記 
され て いる 。 品川 一 横浜 則 仮 開 
業 で 誕生 。 駅 の 位置 は 現在 の 
JR 桜木 町 駅 。 横浜 港 に 隣接 す 


る 利便 性 か ら 当 地 に 設置 され た 。 


鉄道 トリ ビア 


ーション 」 と し て 川崎 駅 と 同時 
に 開業 。 昭 和 初 期 の 横浜 駅 移転 
に より 、 駅 が 隣接 し すぎ る と い 
う 理由 で 廃止 。 現 在 の 東 神奈 川 
横浜 間 で 、 横浜 寄り に あっ た 。 


[鶴見 ステ ーション 」 と 記さ れ て 
いる 。 この 駅 は 明治 5 年 9 月 12 
日 (1872 年 10 月 14 日 ) の 新橋 ~ 
横浜 間 本 開業 時 に 合わ せ て 営業 
を 開始 し て いる 。 


| 川崎 ステ ーション 」 と 記さ れ て 
いる 。 駅 は 川崎 宿 の 内 陸 側 に 位 
赴 し て いる 。 仮 開業 期間 中 の 明 
治 5 年 6 月 5 日 (1872 年 7 月 10 日 ) 
か ら 営 業 を 開始 し た 。 


JR 桜木 町 駅 に は 、 初代 横浜 駅 だ っ た こと を 記念 する モニ ュ メ ント が 数 多く ある 。 ホー ム に 上 が る 随 段 脇 な と に 当時 の 駅 写真 も ! 
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由比 付近 を 走る 1850 形 蒸気 機関 車 


沼津 一 静岡 間 が 明 ) 22 年 (1889) に 開通 。 東 
海道 五 十 三次 の 宿場 町 、 興津 や 吉原 (当時 は 
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【DATA】 主要 諸 元 

形式 :1850(C 形 タン ク 式 ・ 最 初期 の 弟 1 タ イプ ) ン リ ンダ (直径 行程 ) :381x559mm 
製造 初 年 : 明 治 17 年 (1884) 動輪 直径 :1219mm 
製造 会 社 : ダ ブス 社 使用 圧力 :9.8kg/cm 
製 括 国 : イ ギリ ス 火 格子 面積 :1.1m 

製 千両 数 :35 伝 熱 面積 :76.8m 
機関 車 番号 :1850 ~ 1884 機関 車 重量 :36.91 

旧 所 属 : 作 業 局 、 日 本 、 北海 道 水 タ ンク 容量 :4.41t 

軸 配 置 :C 燃料 積載 量 :1.521 

全長 :8801mm ン リ ンダ 引張 力 :5550kg 
全高 :36586mm 弁 装置 : ス ティ ブン ソン 式 
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岐 昨 一 大 坦 問 の 建設 に 伴い 、 木 林 村 リ 吊 6 回 務 ヽ だ 2 の 下 な 丁 

曽 川 三川 の ひと つ 損 斐川 (いび 人 関 イト 12 実 苗 と 井 0 0 の 月 モ 支 お ラ 奨 

が わ ) を 渡る た め に 架設 され た の 方 ・ 熊 年 そ 地 受 考 上 万 0O 最 知 ン 払 か を を 

奈 HH ー 採 と ホ 吉 に の 指 ぇ 上勝 円 円 高 は 下 ド わ つ 党 切 

鉄橋 。 明 治 19 年 (1886)12 月 に 。 昌一 座 串 = 

NE 用 し ル の は 効 導 -` ヽ は へ 職 6 . れ イ け ら 

竣工 し 、 当 時 の 橋梁 と し て 唯一 、 は て サ 3 平 % 果 も 表明 日 ふ 現 ・:D エエ て ギ た れ 

現 位 置 に 現存 する こと か ら 相 ム 名 野 ゥ は 行 生き 治 本 タ 人 太 E0 レ い リ 了 

2008 年 に 重要 文化 財 に 指定 。 挫 用 の が 法 抽 いい 養 10 人 xs リロ ル だ た ス が て 

員 ぎ さ 推 英 左 群 誌 年 機 か 値 大 *" 二 “人 多 な 

れ 議 国 衛 4 で 熱 一 関 ど ご で 巨 こ 鉄 参 に か ど 

翌 る で 人 門 ん ) 心 1 土 た だ た 約 の れ 道 考 は っ ` 

よ 建 め 日 こ で 工 東 滋 坂 の さき 。 し 43 お 明 浜 明 

う 設 ぎ 本 の 約 か 海 賀 山 成 ま 井 た 名 雇 治 問 浴 

に も る 人 上 難 6 ら 道 県 際 ^ 果 ざさ 上 の " い 7 の 13 

な 個 を の 工 6 2 線 と 道 『 が ま の で ピ 明 外 年 運 年 

っ 転 得 鉄 事 4 年 を 京 二 明 な 養 あ 治 国 に 転 に 

た も な 道 の m `\ 通 都 ト 治 技 成 る 15 人 1 が は 

の 日 か 技 成 の 日 す 府 ン 13 士 所 “年 の 1 行 日 

で 本 っ 術 功 陸 本 た の 生年 も か に 数 5 わ 本 

ーー あ 人 た の に 人 道人 め 間 ルー 数 ら は は 名 れ 人 

すい まま 人 25042 中 を mkS6 
鉄 の 参入 が 始 - 導 じ 完 師 欠 あ 男 8 明 た 

WM で 降 い ` 成 と を る 通 8 至 関 に 治 鉄 そ で 

政府 の 財政 難 の も と 、 明 治 16 年 行 ` 進 外さ き 塊 開 人 逢 で () っ 土 ま 12 道 れ 新 

の 日 本 鉄道 開業 を 契機 に 、 全 国 的 わ 鉱 歩 四 せ 天 1 っ ま 表 。 
に 私 鉄 (民営 鉄道 ) の 参入 が 始ま る 。 巡 < に だ 由 る の 滅 に 俸 受 

日 本 鉄道 、 北 海道 炭 鉄 道 、 関 本 る の 訟 も け 着 に 逢 そ の 人 流 は の け 横 


鉄道 、 山 陽 鉄 道 、 九 州 鉄道 は 明治 
時 代 の 五大 私 鉄 と いわ れ た 。 


。 開 業 を 祝っ て 賑わう 
譲 大 垣 駅 
Si 鉄道 開業 か ら 12 年 後 
Pt 電 譲 の 明治 17 年 、 大垣 一 関 
- 馬 較 ヶ 原 問 が 開通 。 花 火 ・ 
に 餅 ま き な ど 多彩 な 催し 
s が 行わ れ 、 遠 方 か ら も 
証 多く の 人 が 集まっ た 。 


明治 16 年 (1883) 

日 本 鉄道 開業 

明治 17 年 (1884) 
阪 堺 鉄道 開業 
(南海 電気 鉄道 の 前 身 ) 
明治 20 年 (1887) 


伊予 鉄道 開業 


明治 21 年 (1888) 

両毛 鉄道 (両毛 線 ) 、 山陽 鉄道 、 
九州 鉄道 開業 

明治 22 年 (1889) 

水戸 鉄道 (水戸 緑 ) 、 

大 阪 鉄道 (大 阪 環状 線 の 一 部 な ど ) 
開業 





記 nn 、--] 現在 の 東海 道 本 線 ル ー ト 
9 ー ご ペリ ーー 事 。 | 明治 22 年 、 新 橋 神 戸 ま で の 600.2km が 
> 有 zz | 結ば れ た (当時 は 御殿 場 ル ー ト )。 正式 名 
称 は な か っ た が 、 明治 28 年 に 「 東 海道 線 」 







1 1 







、 " ) | 。。 見 し < | と 名 付け られ た 。 大正 3 年 12 月 20 日 に は 
| 東京 駅 が 開業 。 同 線 の 起点 に 。 
し 生 二 So ア " W に / ヽ リ 。 7 
及 4 | | 【pATAl 


レー 
目 | 。 
[- ] - 


PF 


開業 日: 明治 5 年 (1872) 10 月 14 日 ※ 新 暦 
全 通 日: 明治 2 年 (1889)7 月 日 
」 路線 距離 :589.5km (東京 神戸 間 ) 

2 起点 : 東 京 駅 終点 : 神 戸 駅 駅 数 :183 駅 


ア 
『 四 
ン ーー 浜 mp 池 ) 


品 MW び 





109 | 日 本 鉄道 歴史 紀行 明治 22 年 の 東海 道 線 全 通 時 、 天竜 川 に 架 けら れ た 鉄橋 は 、 当 線 か ら 引 退 後 、 箱根 登山 鉄道 の 早川 橋梁 に 転用 、 現在 も 現役 で 使用 中 だ 。 
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甲 武 鉄道 は 明治 
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延伸 する 際 、 
涯 町 間 で 掘ら ちら れ た の が 御所 陸 


道 だ 。 四 ツ 谷 側 の 培 は 今 も 
明治 時 代 の まま 旧 御 所 トン ネ 
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側 ( 


還 衛 守 寺 宛 の 466 宜 営 涯 し 季 尋 ? 
朱 志 人 S 約 会 OO 記 誤 末 的 隊 人 ShG 民 豆 性 究 会 30*@ 称 完 


ペア こう 9 どく 





ル と し て 使用 され て いる 。 


日 本 鉄道 歴史 紀行 | 110 


三 等 客車 の 車内 風景 

明治 中 期 、 客車 の 車体 は 木造 を 踏 肌 し て い 
た が 、 小型 の 2 軸 車 だ け で な く 、 ボ キ ギー 人 台 
車 に よる 大 型 車 両 も 増え て いっ た 。 た だ し 
一 般 的 な 三 等 座席 は 簡素 な 構造 。 乗 客 の 服 
窪 な ども 時 代 を 感じ させ る 。 

鉄道 博物 館 蔵 


外堀 沿い を 走る 

甲 武 鉄道 旅客 列車 (形式 K1 形 ) 
皇居 の 外堀 を 走る 甲 武 鉄道 に は 右 ペ ー ジ の 
御所 陸 道 の ぼ か に も 短い 3 つの トン ネル が 
あっ た 。 写真 左 奥 に 見 える の は 市 ケ 谷 て 四 
ツ 谷 則 に あっ た 三 番 町 陸 道 だ 。 現 在 は 撤去 。 


鉄道 博物 館 蔵 
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き 和 5 の 0 みっ OFHHLHLLHOT 訂 nar / 秋 | 
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折 み 一 肢 HTTY し 史上 (r 頁 藻 選 


と の 時 代 に 開業 し た 主 な 私 鉄 


明治 39 年 (906) の | 鉄道 国有 法 」 で 国有 化 さ れる 17 私 鉄 


北海 道 炭 仏 鉄 道 
北海 道 鉄道 

本 鉄 道 
石 越 鉄 道 
給 武 鉄 道 
房 総 鉄 道 
申 武 鉄 道 
北 越 鉄 道 
世 尾 鉄 道 
関 西 鉄道 
参 宮 鉄 道 
京都 鉄 道 
西 成 鉄 道 
阪 稚 鉄 道 
山 陽 鉄 道 
懲 島 鉄 道 
九 州 鉄 道 
も し が 客 
全 た 人 簡 車 
国 の 単 に 
に は に 白 
広 関 等 ・ 
ま 西 級 青 
っ 鉄 を ・ 
て 道 見 赤 
い が 分 の 
る 初 け 
> め ら を 

で れ 施 

- る し 

いよ 

す う 乗 

れ に 客 
に 同形 9 
も 年 で 0 
こ 2 よ 4 
の 月 う ご 
競 に や に 
争 日 く 犬 
を 露 幕 阪 
収載 が 府 
東 争 引 知 
さ が か 事 
せ 勃 れ ら 
ね 発 た が 
ば  ? 間 
な 軍 じ に 
ら 事 つ 立 
な 的 は つ 


明治 22 年 (1889) 開 業 
明治 35 年 (1902) 開 業 
明治 16 年 (1883) 開 業 


1898) 開 業 
1894) 開業 
1896) 開 業 
1889) 開 業 


1897) 開 業 


明治 31 年 


明治 27 年 
明治 29 年 
明治 22 
明治 30 年 
明治 31 年 
明治 22 年 
明治 26 年 
明治 30 年 
明治 31 年 


HH 


1898) 開 業 
1889) 開 業 
1893) 開 業 
1897) 開 業 
1898) 開 業 


明治 30 年 (1897) 開 業 
明治 21 年 (1888) 開 業 


明治 32 年 (1899) 開 業 
明治 22 年 (1889) 開 業 


呈 の 導き 余 牙 記 ・ 与 早計 . 革 当 画 S 
寺 洒 計 攻 間 S 二 束 鞭 。 ペ 
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現 ・ 此 館 線 な ど 329.1km 
現 ・ 函 館 線 の 一 部 255.9km 


現 ・ 山 手 線 、 東北 線 な ど 
1385.3km 


現 ・ 妙 越 西 線 の 一 
現 ・ 総 武 線 の 一 部 117.8km 
現 ・ 外 房 線 の 一 
現 ・ 中 央 線 の 一 
現 ・ 信 越 線 の 一 
現 ・ 七 尾 線 の 一 部 55.4km 
現 ・ 関 西 線 な ど 442.9km 
現 ・ 紀 勢 線 な と 42.0km 
現 ・ 山 際 線 の 一 部 35.7km 


現 ・ 大 阪 環状 線 の 一 部 
桜島 線 7.4km 


現 ・ 福 知 山 線 な ど 113.1km 


現 ・ 山 陽線 、 予讃 線 な ど 
66/./km 


現 ・ 徳 島 線 な ど 34.6km 
現 ・ 鹿 児島 線 な ど 712.6km 


部 79.7km 


部 63.4km 
部 44.7km 
部 138.1km 


目 の の の 基 研 藻 
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ほか 、 都 市 内 の 踏面 電車 な どの 約 100 軌 人 道 が 開業 し 


営業 キロ に し て 約 9 割 が 国有 化 き れる こと に な っ た 。 


| 鉄道 国有 法 」 で 国有 化 が 検討 され た 追加 15 私 鉄 
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鉄 明治 30 年 (1897) 開 業 
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明治 27 年 (1894) 開 業 
明治 30 年 (1897) 開 業 


明治 32 年 (1899) 開 業 
明治 34 年 (1901 
31 年 (1898 
明治 30 年 (1897 
明治 31 年 (1898 
30 年 (897 
明治 31 年 (1898 
30 年 (1897 
明治 31 年 (1898 
明治 31 年 (1898 
明治 31 年 (1898 
治 3/ 年 (1904 


ZN 


貴大 | 怖 | 横 | 性 本 | 展 還 | 居民 | 三 | 大 | 本 | 大 
主語 語 証 生生 主計 生計 | 
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開業 


パ 民 層 混 受講 肖 ご 年 や 党 み 夏 
2 橋 絆 信 9t oy ば い 
イー JINNAST 人 人 YWN【oa7 が 、 
crABRV 鞭 軸 冠 へ 羽 受 S み S 甘 届 
て 。 ぴ 本 記 守 つの よ 守 三 難 記 
本 全 活 (ゆら の ビ ) 

(YO マー 。 ば はい 人 看 愛 


節 半 に み べ ペー 


関西 鉄道 の 社 攻 が 残る 
JR 早 津 線 ・ 国 分 橋 栄 


名 阪 連 絡 で 名 を 馳せ る 関西 鉄道 
は 、 ピ 明治 22 年 (1889) に 現在 の 
JR 草津 線 の 一 部 で 運転 を 開始 
し た 。 同 線 の 貴 生 川 一 三雲 間 で 
現在 も 使用 され て いる 国分 橋 梁 
は 、 関 西鉄 道 時 代 に 建設 され た 
も の で 、 レン ガ ア ー チ の 中 央 に 
社 紋 の デザ イン が 残っ て いる 。 


現 ・ 水 郡 線 の 一 部 、 
昭和 初期 に 国有 化 


現 ・ 西 武 鉄道 の 前 身 


現 ・ 成 田 線 の 一 部 、 
大 正 期 に 国有 化 


その まま 推移 

現 ・ 秩 父 鉄 道 の 前 身 

現 ・ 伊 豆 邊 根 鉄道 の 前 身 
現 ・ 飯 田 線 の 一 部 

現 ・ 名 古屋 鉄道 の 前 身 

現 ・ 城 端 線 、 氷見 線 の 一 部 
現 ・ そ の まま 推移 

現 ・ 南 海 電気 鉄道 の 前 身 
現 ・ 南 海 高野 線 の 前 身 

現 ・ 近 鉄 南大 阪 線 な どの 一 部 
現 ・ 津 山 線 な ど 

現 ・ 香 椎 線 


(昭和 戦時 中 に 国有 化 ) や 
西日本 鉄道 の 一 部 


と 状 定 す の 
- 明 瑞 め る 整 
同治 が ら “ 備 
年 20 な れこ を 
代 年 お た れ 示 
未 代 も が で す 
期 の 続 た ーー 
ら 慌て 府 官 道 
再 が い の 設 戦 
び ひ た 財 が 設 
時 と 政 原 法 
道 要 は 則 一 
プ 溢 困 と を 
| す 難 し 公 
ム る な て 布 





写真 / 松 本 典 久 
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時 層 


鉄道 院 新橋 工場 ・ 施 盤 工 場 

新橋 駅 構内 に 設置 され た 新橋 工場 で 輸入 機関 車 や 橋梁 の 組み 立て か ら 
始ま り 、 修繕 や 改造 も 行っ て いる 。 ま た 、 官 設 鉄道 の 工場 で は 最大 規 
模 を 誇り 、 日 本 鉄道 や 両毛 鉄道 な ど 各 社 の 車両 も 受け 持っ て いた 。 





私 設 鉄 道 条 例 を 進化 きせ な 私 鉄 に 向け た 法律 


| 私 設 鉄 道 法 | 私 設 鉄 道 条 例 」 


国 が 作る べき 鉄道 網 に つい て 


鉄道 敷設 法 」 
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公布 


| 私 設 鉄道 条例 ] を 明治 23 年 に 定め 
られ た 商法 に 適応 させ る べく 再編 され 
た 法律 。 会 社 設立 ・ 計 画 ・ 工 事 を は じ 
め 、 そ の 運営 全般 に 至る まで 政府 の 監 
連 権 が 強化 され 、 反 し た 場合 は 免許 取 
り 消 し な どの 措置 も 盛り 込ま れ た 。 ま 
た 、 本 免許 か ら 25 年 後に は 政府 が 買 
収 す る 権利 を 持つ こと も 条文 に 定め ら 
れ 、 国 有 化 の 布石 も 打 た れ て いた 。 


公布 


政府 の 鉄道 建設 計画 を 定め た 法律 で 予 
定 線 が 列記 され 、 第 一 期 線 と し て 彰 手 
する 路線 も 選定 され て いた 。 こ の 予定 
線 は 本 州 及 び 四 国 ・ 九 州 の 主要 幹線 
33 路 線 で 、 お お むね 現在 の JR 幹線 と 
な っ て いる 。 こ の | 鉄道 敷設 法 | は 大 
正 時 代 に 改正 され 、 計 画 路線 が さら に 
加わ っ た 。JR の 前 身 と な る 国鉄 線 は 


これ を 指針 に 路線 網 を 整備 し て いっ た 。 


公布 


私 鉄 を 監督 する 最初 の 法令 。 私 設 鉄道 
に 対し て 一 定 の 基準 を 設け る た め 、 路 
線 概 要 か ら 会 社 の 組織 や 運営 まで 詳細 
に 申請 させ て 許認可 する も の と され て 
いる 。 な お 、 公 益 事業 と し て 助成 や 監 
薄 な ども 規定 し た 。 ま た 、 本 条例 は 基 
気 鉄道 を 規制 する た め の も の で 馬車 鉄 
道 や 人 車 鉄道 に つい て は 、 明 治 23 年 
に 別途 | 軌道 条例 ] を 制定 し て いる 。 


関西 鉄道 vs 官 設 鉄道 合戦 の 際 、 官 設 側 で 指揮 を と っ た の は 、 の ち に ジャ パン ・ ツ ー リ スト ・ ビ ュー ロー(JTB) を 創立 させ る 木下 激 夫 だ 。 
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66.7%。c- の 急 勾 配 に 挑ん だ 難 工 事 





アフ ト デ 


明治 2 年 1869)、 東 京 と 京都 を 結ぶ 
時 線 鉄 道 の 建設 が 決定 し た 。 ル ー ト 案 
は 2 つ あ っ た 。 東海 道 線 と 中 山道 線 ( 現 ・ 
信越 本 線 ) で ある 。 

も と も と 東海 道 は 陸運 や 海運 が 発達 
し て いた こと 、 ま た 海岸 近く の 鉄道 は 
車 事 的 に 防衛 上 不利 で ある と いっ た 妥 
素 が 中 山道 案 の 論 拠 と な っ て いた 。 

し か し 横川 一 軽井沢 間 に 立ち は だ か 
る 標高 960m の 確 水 峠 の 存在 が 問題 と 
な っ た 。 工事 の 難航 と 建設 費用 の 増大 


が は っ きり し た こと で 明治 19 年 (1886)、 


鉄道 局長 官 の 井上 勝 は 東海 道 線 を 圭 線 
に 採用 する と 決定 し た の で ある 。 それ 
で も 同 区 間 の 工事 は 続け られ て いた 。 
横川 と 軽 井 状 に は 鉄道 が 届い た が 両 駅 
則 は 依然 と し て 馬車 鉄道 を 利用 し て い 


呈 還 上 
kT 目 *( 
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た 。 そ こ で 鉄道 庁 は 確 水 峠 越え の ルー 
ト 調 査 を 行い 、66.7 %。 (1km で 66.7m 
の 高低 差 ) と いう 日 本 最大 の 急 勾配 を 
多 2 有 2 | ド Ns ぐ 二 2 る 8 とら 選 し 2 

これ は 歯 型 レー ル を 設置 し て 機関 車 
の 歯車 と 深く 噛み 合わ せ て 登り 下り す 
る 方 式 だ 。 突 貫 で 工事 は 進み 、 明 治 26 
年 (1893)4 月 1 日 に 確 水 峠 は 開通 。 約 2 
年 と いう 驚く べき 短期 間 だ っ た 。 予算 
が 家人 し 早急 に 関東 と 日 本 海 側 を つ な 


きた いと いう 国策 路線 だ っ た の で ある 。 


し か し その な か で 500 人 以上 の 狗 職 者 
al 2 中 の 9 8 7 二 生 きぐ め る 3。 

同 区 間 は 確 水 線 と いう 通称 で 呼ば れ 
た 。 そし て 平成 9 年 (1997 ) の 北陸 ( 長 
野 ) 新幹線 の 開通 に よる 廃 線 ま で 近代 
化 の 和 と な っ て 生き 続け た の で ある 。 


氷 幅 の 横川 一 圭 井 沢 間 に 
道 開通 





旧 中 山道 和 官 道 
信越 本 線 
el、、( 新 線 


所 》 
) 上 信越 自動 車道 
け 礁 水 軽 井沢 IC 


懇 坂 内 (和美 貴 ) # 





確 水 峠 の 交通 変遷 図 

古く は | 日 本 書 紀 』 に お いて 日 本 武 が 越え た 
傘 日 坂 と し て 登場 する 人 確 水 峠 。 江 戸 時 代 は 旧 
確 水 峠 が 中 山道 の ルー ト と し て 設定 され て い 
た 。 明治 に は 確 氷 馬車 鉄道 が 横川 一 軽井沢 間 
に 開通 、 ア プ ト 式 鉄道 開業 まで 営業 し た 。 


日 本 初 の 重要 文化 財 I 旧 鉄道 檎 ・ 確 水 第 三橋 染 
明治 25 年 4 月 に 建設 が 始ま り 12 月 に 完成 し た 瓦 造 の アー 
ナ 橋 。 旧 確 水 線 跡 は 遊歩 道 | アプ ト の 道 ] と な っ て お り 、 第 


2 か ら 6 檜 栄 ま で の 5 基 が 現存 。 こ の ほか 陸 道 10 基 、 変電 所 2 
棟 と 併せ て 全て が 国 の 重要 文化 財 に 指定 され て いる 。 
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人 々 の 暮らし を 変え た 踏面 電 


大 きく 発展 し た 








明治 時 代 に 








明治 維新 を 遂げ 、 近 代 国 家 の 仲間 人 り を 
中 2 の で し 0 の 中 目 SIES 太め 2 く 32 


網 を 整備 する 必要 に 駆 ら れ て いた 。 そ の 隊 、 


道路 より も 先 に 鉄道 の 整備 が 進め られ 、 明 
治 5 年 1872) に は 早く も 新橋 と 横浜 の 間 
で ぐ 選 ほめ 司 汗 0 て も 00②。 で ん で 全 人 の 、 
市 の 交通 手段 と し て 最初 に 誕生 し た の が 馬 
車 鉄道 だ っ た 。 明治 15 年 882) に 東京 馬 


に ) 
ー 3 還 還 較 = Fa 


現存 する 京都 電鉄 の 2 号車 
梅小路 公園 で 動 鷲 保存 され て いる 27 号 車 
は 明治 末 に 製造 し た 車両 。 昭和 36 年 (1961) 
に 市 電 北 野 線 が 廃 線 に な る まで 活躍 。 
1994 年 の 平安 遷都 1200 年 の 隊 に 復元 。 


写真 / 松 本 典 久 
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車 鉄道 が 開業 する と 、 す ぐに 北海 道 か ら 沖 
縄 ま で 広まっ て いっ た 。 だ が 糞尿 の 処理 や 
馬 へ の 餌 や り に 手間 が か か っ た た め 、 電 車 
が 導入 され る と それ に 取っ て 変わ られ た 。 

東京 馬車 鉄道 は 明治 36 年 (1903) に 電化 さ 
れ 、 東 京 電車 鉄道 〔 現 在 の 都電 の 前 身 ) と 
な っ て いる 。 地下 鉄 は 昭和 2 年 (1927 ) に 


義重 と 上 野間 が 開通 し た の が 日 本 初 で ある 。 





全国 の 主 な 都市 交通 

【 東 京 】 明治 15 年 (1882) 

東京 馬車 鉄道 開業 (の ちの 東京 都電 ) 
【 京 浜 】 明治 32 年 (1899) 

大 師 電 気 軌道 開業 ( 京 急 の 前 身 ) 
関東 初 の 電気 鉄道 

【 名 古屋 】 明治 31 年 (1898) 


名 古屋 電気 鉄道 開 業 ( の ちの 名 古屋 市 電 ) 


【 京 都 】 明治 28 年 (1895) 

京都 電気 鉄道 開業 (の ちの 京都 市 電 ) 
日 本 初 の 電気 鉄道 

【 京 阪 】 明治 43 年 (1910) 

京阪 電気 鉄道 開業 


日 本 最初 の 電気 鉄道 

京都 電鉄 の 1 号車 

日 本 で 最初 に 電車 の 営業 運転 を 
始め た の は 京都 市 の 京都 電気 鉄 
道 だ 。 明 治 28 年 (1895)2 月 1 日 、 
東洞 院 塩小路 下 ル か ら 伏 見 下 油 
掛 の 間 を 開業 させ た 。 その 後 、 
名 古屋 や 小田 原 な ど で 開 業 し 、 
味 馬 人 還 上 Oi 目 5 の 





朝日 新聞 社 


【 大 阪 】 明治 36 年 (1903) 

大 阪 市 営 の 路面 電車 開業 
【 大 阪 】 明治 43 年 (1910) 
其 面 有馬 電気 軌道 開業 

( 現 ・ 阪 急 電鉄 ) 

【 阪 神 】 明 治 38 年 (1905) 
阪神 電気 鉄道 開業 

【 神 戸 】 明治 43 年 (1910) 
神戸 電気 鉄道 開業 (の ちの 神戸 市 電 ) 
【 松 山 】 明治 21 年 (1888) 
伊予 鉄道 開業 
四国 初 の 鉄道 
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_ ベル ギー- ロ シア 


- アメ リカ ベル ギー- 
ロシア ・ フ ラン ス 





中 国 (に 巨 け る 

各国 の 勢力 範囲 と 鉄道 綱 

19 世 紀 後 半 に な る と 、 ロ シア は トル コ 
と の 戦争 に 勝利 し バル カン 半島 を 南下 。 
それ と と も に シベ リア 鉄道 の 建設 に 乗り 
出し 、 極 東 に 進出 し て きた 。 イ ギリ ス は 
イン ド を 完全 に 自国 の 領土 と する と 、 さ 
ら に 極東 へ と 進出 。 フ ラン ス は ベト ナム 
を 自国 の 保護 領 と し て いた 。 さ ら に 日 清 
戦争 の 敗北 で 編 体 化 が 宮 著 に な っ た 清国 
に 対し 、 列 強 は 一 斉 に 触手 を 伸ばし て い 
っ た 。 ま ず ド イツ が 山東 半島 の 膨 州 湾 を 
邊 借 す る と ロシア は 境 東 半島 の 旅順 ・ 大 
連 、 イ ギリ ス は 成海 箱 ・ 九 龍 半島 、 フ ラ 
ンス は 広州 湾 を 邊 借 し て いっ た 。 


日 露 戦争 の 主 な 戦い 】 
人 陸軍 、 仁川 上 陸 (1904 年 2 月 8 日 ) 
の 日 本 艦隊 、 
旅順 港 外 の ロシア 艦隊 を 攻撃 (同日 ) 
@ 旅順 口 閉 寒 作戦 (2、3、5 月 ) 
@ 旅順 総 攻 撃 を 開始 (8 月 19 日 ) 
9 境 陽 占領 (9 月 4 日 ) 
旅順 の ロシア 軍 が 降伏 (1905 年 1 月 1 日 ) 
%》 奉天 会 戦 (3 月 1 10 日 ) 
日 本 海 海戦 (1905 年 5 月 27~ 28 日 ) 
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の の ン 上 度 治 の 


千葉 県 ・ 佐 倉 駅 か ら 

出征 する 兵士 と 見 送る 人 々 
日 清 戦 争 に 勝利 し た 日 本 は 、 多 
く の 賠 償 人 金 を 手 に し 、 さ ら な る 
発展 を 遂 け た 。 日 赴 戦 争 は その 
記憶 が まだ 鮮明 な うち に 開戦 し 
た た め 、 出征 兵士 を 見 送る 様子 
も 熱烈 で あっ た 。 だ が 戦い の 粒 
多 さ は 比較 に な ら な か っ た 。 
| 


だ 。 も 


YE 
で 


日 本 と ロン ア 


" 條 三 
ーー 

選 

の て つ 
て つ 

LC) 

W 友 

回 

三 

つど ご 

選 

て つ 

較 

W 

回 





| | | 民 | 民 IS|<| 記 | 
S 誠 滞 呈 司 央 ollSolESI 沼 旧 品 放 
ら |5| 刀 |@| の 6| 民 |G|S| ニ 
浪 | 坦 | 坦 | 編 | 編 |Q| 各 |Q| 否 
ー|SRI 己 |@| 選 | 貴 | 押 | 二 | 
| く | 提 | 書 | く IR| 康 | や | 貞 
べく | 洋 | 眉 | 押 | 畠 | 時 
外 | 氏 外 ス 隊 
マ 時 ll 民 
RISIRIRISIRISI 記 | 
| る 8|8|Q5| 民 IS| 記 | 史 | 叶 
ISIS|I ョ 1 の 1E| 革 | 受 | 不 
く | RI 半 m| へ | 呈 | 電 | 了 
臣 | 回 畠 | ①| 思 時 
回 本 | 右 
Ri@ 如 Q RG 軌 下記 。 
周 愉 揚 放 し 志 し 喘 39 で で 
で で し じ 6 CGC で 
に 二 HB 詳 お 当 NSR 旨 全 ESGIO 
へ 3) 思 SS 会 CO 親 収 し 
HrJG 人 で G で っ や 吾 国 
yte3) 虹 短 や し 陣 忠 区 
性 玖 全 会 居 。) 巳 拭 , や 
全て 箇 症 尋 hto 党 上 忠 @ 
ヶ 舞 了 J 他 活 ぐ 上 璧 凌 。 上 央 や 
5 つゆ の ひ 港 人 O し じ し 征 心 を つ 
で 人 全う) 時 っ wwG 話 
中 慌 つ る 表し 共 想 恥 下 
し けけ 。 條 せ m… 着 tWGD 
邊 選 心 人 出 症 全 無 天 
G 有 疑 虹 公 。 選 久 記 し 押 鳳 
選 を うう @ 心 押 障 誤 療 測 


国 カ と 軍事 力 の 比較 


sJ^AG 人 SS | 恋 う つう つ し レロ ハト 
壁 生 の 叶 己 迷 里 ) 基 雪 称 起 " 惹 虫 


ーーss、 


ESSSYSE ニ kj の 07 


に ( 


ト 


塞 筐 和貴 岡 の つつ し ろ め 年 困 移 窒 翼 
瑞 会 心身 若 ? に XS 者 澤 人 中 ー 
人 K 倒 吉 坪 つ し 2 丸 條 。 趣 詳 公言 居 


党 連 5 し 部 型 宗 詳 思 めく py 
中 必定 湯 響 和己 癒 唐 つづ つ お りう の" 


5020 の 


つ レ ろ や 所 裳 (親密 守 有 容 ・ 陣 走 ぐ 
へ 心 人 ) 3J 絆 雪 相 で 素 型 窯 詳 朋 史 7 


有 写 球 | で 令 下 発 記 千 級 お お 


v つ し 補 実 や 放 密 渦 あ 時 (ご の の 
ー) 角 夫 紫 類 ( 慌 ・ 所 継 左 ) 
刻 つ ^ 礼 つ お ね ぐも Sr? 

) で 悪 狗 規 報 生 り ロ 骨 鶴 第 令 京 
旨 つ 丸 丸 る 1 汰 ぐ 恨 三間 NH ホー 
いて 49) つ しろ る Fw つゆ 名 党 
2 せ ( コ の の ゅ い ) りお 委 掲 完全 刷 斉 
愛 怠 史 め や し 4 ょ 0? 

| R。 凸 揚 穴 第 己 愛 つ 利 究 ぐ 
営 征 8 密 有 幸 つ 尼 0 る 7 MSycd 
EEI い AM てく す 0JUI い で も 0 た ゃ EIC くう く こい 
jpn 選 破 り 東 埋 人 る 5 8 お 組 
計 較 会 必 宮 る 知 唱 公式 咽 旨 : く つ 記 
JJ ツウ 務 要 G 聞 典 8 所 埋 だ % 引 
60O レ つ 4 0 けけ 還 選 く 振っ ) 
所 ぐだ すす 人 KK ン 褒 思 会 寺 人 構 無 ピ 
だ 庫 や te だ 遷 せ " 刷 ン で 中 胃 僚 馬 
se 突如 競 居 遇 人 地 60 8? 

いつ 8 代 揚 的 宮下 衣 を 答 党 
つ お 王 相 <Q 秩 記 部 る 区 
く ー 知 ぐ 符 坦 雇 り 所 ら 官 堆 民 史 
堂 K 和 mk? 年 賠 営 定 く 共 呈 党 め 斗 定 
% 和 舞田 つ 0 衣 交 る る) 宣 奈 つづ つ ” 更 
忌 庫 避 宜 0 や n@ 8 人 S 隔 由 ぐ 引 容 
角 し SQ 国 藻 時 避 唄 座 。 扇 誠 の 絡 
で 国府 紀 め 7 

JJ へい つり 千 4 培 人 め 応 綱 記 了 ポ 
操 民 | 胃 避 愛 層 つ ^ 針 唱 8 美 低 ぐ 忘 


ア 


周 六 人 Y 表 六 図 錠 約 回 還 祭 骨 つ お ? の 
JJ け 作 選民 ロロ ハト) て 年 ひ 人 KK 
トペ で 公 NANA 人 KK て 
ー ト 一 ーー トト Soo 尺 固 会 弄 
量 9 江 窟 づつ" 灯 定 皿 称 造 由 つ " 
S 秋 ” 玩 告ぐ 衝 RS で 8 ぐ 父 品 
em に あざ たこ くま さん 

呈 竹 財 く 思 卸 つろ る 寺 %0 委 選 お 党 
玲 有 京 窒 会 届 宜 ン 邊 時 % 記 7 宙 余 7 
再 り 党 中 的 邊 先生 ロ ハ トト お 鞭 徐 
窒 人 S お 5 ロト ポ 裕 案 較 所 対 半 
里田 旨 口 潮間 至 H 者 和 時 " 

揚 到 ぐ 湯 了 球 密 窒 凡人 つ コ 
-J 還 編 で 7 避 纏 茶会 有り 己 鶴 ン 


選 結 つ 丸 也 ロト ポ 挨 忠 弥 紀 所 9 


JJO 色 補 議 称 弄 釣 レ め 貴 寺 選 場 二 


92JJJXN 倒 。 角 財 称 腫 軍 つ し 1 


SR っ の 時 宗 時 で 、 で 年 人 K 完 栄 
ー ト 審 和 寺谷 都 釣 阜 記 つ "トト 
避 香 各 2 江 敵 人 SS NMS 密 
は ロロ ハト ぐ 鈴 全農 想 更 谷 じ 窒 バ や 
Ke JaJ3S 則 或 つ ね を 生 人 KK” 写 衝 
ぷ 呈 (つの つら) 竹下 正 
け 窓 座 司 で 8? 上 桁 8 て 利 必 人 KA) る 
PSW rttOEIoCSA さ き マ た こき まく ん 


則 障 きめ 唱 壮 環 で 過 医 公 
EAAS で NN na よこ 


避 生 の 時 (ププ の の の ) o 世 人 べ に 
AS 丸 上 骨 麗 導 宮守 鼻 千 
項 約 還 必 "所 到 ロト で 局 還 に 


還 還 。 : 日 
Pe ee * 
- 語 ョ Es 1 し = に 電 由 。 。 に 1 
財 - 要 1 E 6 語 | 太 記 - 呆 . 。 5 1 本 1 了 L 記 「 敵 に 1 
FT し ・ ニュ < m 
1 」 1 『 刻 mm 「 鹿 ド F 用 宮 「 二 'm 「 3 
ー - 時 1 『 
村 - 旧記 1 1 半 還 。 記 
『 ドド 画 加 で | 
電 計 革 モ 因 。 ョ を 1 ー 
ド 騙 電 に 1 La M 
に | 
き 


胃 拓 する 必要 に 駆 ら れ 
。 そ の 際 に も 復旧 し 


鉄道 が 活躍 し 6 こ O 


国立 国会 図書 館 蔵 


/ 
Pe 


大 勢 の ロン シア 軍 捕 虜 を 


| 
馬 
ls L 
語 
- 呈 上 
1 
直 
ご 
は 
= 
和 」 
昌 「 当 コ 
1 で 還 
Em PE 1 
に ET コ 
す 『 
旧 : ロ 
琶 面 
較正 紀 キ 
3 - 
地 に 
革 い 生 
1 
議 | 記 
電 
Ta 
お 。 
ドコ 還 
「 時 r 
F 
『 ャ 衣 
所 呈 」 
匠 | 
er 『 
le ボ し 1 
= 「 W 
rl- . 
| 
だ . 四 還 6 
ノ 
HG 
ド ズ - 
々 
で 
N 
』 い 
J 
+R 


いて いた に に 4 くき どく ん に さだ で 
K 剛 ロト 8 身 低 ぐ そそ 賠 語 性) 概 著 
4 出生 KK 人 408 会 85 ロロ ハト 
S 員 紀 | 夫 短 填 瑞 ぐ 翌 各 衣 角 式 器 
Pa の に = に たき し ここ ア た こき まく あの まこ 
お 米 展 二 " 窒 箱 理 守 ハト 人 慌 
に に マジ の ro さす た 3 い と ん 

で り ロ ハト ポ 肖 近 り 絡 へ 計器 
3J 店 魚 間 画 ろ うじ る x@? 准 皿 や ロ 

公 投 培 つ や 禁 意 夫 環 夷 選 くさ 
へ 電 諾 手 つ レ > ント 球 天 の 宗 杏 つづ 
レス ke0 ハバ ンー ト 素 末 当て 所 全 究 
ぐ 凶 宝 主 聞 守 年 あ 時 (ププ の の) 
J | 揚羽 堂 つ し ろう" 





日 本 鉄道 歴史 紀行 | 124 





旅順 開城 会 見 
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日 本 製鋼 所 
kiCE ヨ 6 に KEY の AU 
所 を 中 心 に 官営 ・ 民 営 の 製鉄 事 


業者 1 所 ・7 社 が 合同 し て 設立 し 
で に コミ に コミ ゴ 】EE ミ と の 本 王 1 
国内 で 最大 の 鉄鋼 メー カー。 
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アノ 
釜石 製鉄 所 


欧 石 は 安政 4 年 (1857)、 日 本 初 
の 洋式 高炉 の 火 人 れ に 成功 。 そ 


の 流れ で 明治 20 年 (1887) に 釜 
石 鉱山 田中 製鉄 所 が 発 中 。 後 に 
日 本 製 鐵 所 に 移管 され た 。 


軍事 ・ 経 済 的 妥 地 と 
商 追 の 関係 図 (明治 40 年 ) 


は 有事 の 隊 を 考慮 し て 、 主 要 な 民営 鉄道 17 社 
を 国有 化す る こと を 決定 する 。 それら の 鉄道 は 殖 
産 興業 に より 設置 され た 紡績 、 製 糸 、 製 鉄 な どの 
工場 さら に は 各地 に 点 在 する 車 事 施 設 を 結ぶ た 
め の 重 要 な 役割 も 東 た し て いた 。 こ うし た 工場 も 、 
も と も と は 官営 事業 で あっ た が 、 明 冶 8 年 (1875) 
以降 は 私 企業 に 積極 的 に 払い 下げ られ て いっ た 。 


日 本 鉄道 会 社 
明治 14 年 (1881) 設 立 
北海 道 開拓 を 文 える 鉄道 と し て 、 
明治 14 年 1881) に 創立 。2 年 後 
に 上 野 一 時 谷 間 が 開通 し 、 順次 
延伸 。 明 治 24 年 891)9 月 1 日 
に 上 野 一 青森 間 全 線 が 開通 。 


池 貝 鉄工 所 

日 本 の 工作 機械 の 父 と 呼ば れ た 
池 貝 庄 太 郎 に より 、 明治 22 年 
(1889) に 設立 され た 。 国産 初 
の 旋盤 や ディ ー ゼ ル エ ンジ ン 量 


横 須 貨 海軍 工 厳 
慶応 元 年 (1866) に 旧 幕 府 が 横 
須 貨 製鉄 所 と し て 建設 。 明 冶 4 
年 (1871) に 横須賀 造船 所 と な 
り 、 明治 36 年 (1903) に な り 横 
須 貨 海軍 工 茂 と な っ た 。 











ヒー 間 還 | 昌 昌 時 時 - 生還 生還 還 - 還 HE 昌 E、、 - 間 昌 時 昌和 - 


産 な ど を 手がけ て いる 。 


東京 人 兵 工大 
旧 幕 府 の 関口 大 砲 製作 所 を 受け 
継い だ 兵器 工 謙 。 明 治 4 年 


雨宮 製糸 場 


日 本 初 の スト ライ キ が 起こ っ た 
こと で 歴史 に 名 を 刻ん だ 工場 。 


それ は 明治 19 年 (1886)、 女工 
た ち に よる も の で 、 日 本 初 が 女 
性 だ っ た こと で も 注目 され た 。 





(1871) に 操業 を 開始 。 小銃 を 主 
体 に 、 日 本 陸軍 の 兵器 を 製造 し 
て いた 。 の ち に 小倉 工 誠 に 移転 。 


記 = ュ L_I |_ 敵 還 | Ed dl 


人 年 首 紛 絹 会 社 
明治 20 年 (1887)、 東京 の 隅田 
村 に あっ た 鐘 ヶ 淵 で 東京 錦 商 社 
と し て 創立 し 、 紡績 会 社 と し て 
凡 業 する 。 2 年 後に 紡績 工場 が 
探 業 を 開始 し て いる 。 
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九州 鉄道 会 社 


明治 21 年 (1888) 設 立 


九州 初 の 鉄道 会 社 と し て 設立 さ 
れ た 。 翌年 に 博多 一 千歳 川 仮 停 
車場 間 が 開通 。 国 有 化 の 前 は 現 
在 の 鹿児島 線 、 長崎 線 、 日 豊 線 、 

世 豊 線 の 路線 を 経営 し た 。 


東海 道 線 
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師団 司令 
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八幡 製鉄 所 

日 清光 争 に 勝利 し た 後 、 製鉄 事 

業 主 査 会 を 設置 。 鉄 の 大 幅 な 増 

還 記し た 。 明治 34 年 (1901) 
巨 宮 製鉄 所 と し て 操業 を 開始 。 | 

上 と も 鉄道 で 接続 。 





三菱 道 船 所 


旧 幕 府 が 直営 の 製鉄 所 と し て 設 
立 し た も の が 明治 如 1/ 年 (1884) 、 

菱 に 払い 下げ られ た 。 当初 は 
衣 崎 造船 所 と 呼ば れ て いた 。 戦 
艦 武 蔵 を 建造 し て いる 。 
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昌 時 や その ほか の 有事 の 隊 を 想定 し 
て 、 全国 的 な 鉄道 網 を 官営 に 一 元 化 
する た め の 法 律 。 明 治 39 年 (1906) 3 
月 31 日 に 公布 され 、 主要 な 私 鉄 17 社 
が 順次 国有 化 さ れ て いっ た 。 
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滞 岡 製 場 


が 建て た 大 規模 な 機械 製糸 工 
場 。 長 さ が 約 140m あ る 繰 糸 所 
に は 300 釜 の 繰 茶 装 が 並ん で い 


た 。 操業 が 開始 され た の 
5 年 (1872)。 





川崎 造船 所 ( 則 兵 庫 造 船 所 ) 


は 明治 
世界 遺産 に 認定 。 





近代 造船 所 の 必要 を 感じ て いた 
川崎 正蔵 が 明治 11 年 (1878) に 
東京 築地 、 明治 14 年 に は 神戸 に 
設立 し た 近代 造船 所 。 神 戸 は 後 
の 川崎 重工 業 の 前 身 で ある 。 








供 海 軍 工 大 
明治 22 年 (1889)、 虹 鎮 守 府 が 
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135 | 日 本 鉄道 歴史 紀行 


[ 新 彫金 |] シリ ー ズ は マグ ネッ 
ト と ステ ッ カ ー の 2 種 を 展開 。 
貼っ て 飾る も 良し 、 コ レク ター 
ズ ア イ テ ム と し て 大 切 に 保 
礼 す る も 良し 。 こ だ わり の 鉄 
道 グ ッ プ コレ クシ ョ ン に 加え 
だ いい 。 








NN 一 アミ 2③ 漠 と 


だこ と Nir 肝 大 難 SSS 





記 


「 鉄道 史 を 彩る 寝台 & 特 急 列車 の 
ヘッ ド マ ー ク が 身近 に 飾れ る 


新 彫金 随 か し の 欄 台 & 特 急 ペ ヘッド マー ク 5 種 セ ッ ト 


(マグ ポッ ト ) 


5005 円 (税込 ) | ED-5236-JT | 








新 彫金 震 か し の 嫌 台 & 特 急 ヘッ ド マ ー ク 5 種 セ ッ ト 


(ステ ッ カ ー) 


5225 円 (税込 ) 


| ED-5237-JT 











ノー ト パ ソ コン や 冷蔵 庫 な ど 、 
身の回り の も の に 貼る の に 
ちょ うど 良い サイ ズ 感 。 





鉄道 と キーワード に し た 様々 な グッ ズ が 
替 揃 い 。 生 活 の 身近 な 場所 に 置け た り 、 
楽し め た り と それ ぞ れ の 場所 が あふ れ て いる 。 








| 彫金 」、| 七宝 ] は 共に 日 本 
を 代表 する 美術 工芸 。 そ の 2 
つの 日 本 伝統 の 美術 を 現代 
技術 で 再現 し た の が | 新 彫 
金 」 だ 。 現 代 風 に 美しく 仕上 げ 
られ て いる 。 


列車 名 と 絵 が デザ イン され た ヘッ ド マ ー ク を | 顔 ] に 掲示 し て 、 旅人 を 乗せ 、 日 本 の 夜 の 表 
救 ( し じ ま ) を 走っ て いた 寝台 列車 た ち 。 本 品 は 、 そ ん な 昭和 の 香り 漂う 懐か し の 寝台 列車 
の も の を 中 心 に 、 今 も 根強い 人 気 を 誇る ヘッ ド マ ー ク を 、| 新 彫金 ] と 呼ば れる 工芸 技術 を 
用 いて 高級 感 あ ふれ る 金属 製 プ レー ト に 仕立 て た も の 。 新 彫金 は 、 古く は 鎧 免 や 日 本 刀 な 
と の 装飾 に 使わ れ て いた 、 金属 を 彫っ て 彫刻 する | 彫金 ] 技 術 と 、 日 本 の 伝統 工芸 技法 で あ 
る | 七宝 (【 し っ ぽう )」 を 、 現代 の 技術 に よっ て 融合 させ た 新しい 美術 工芸 。 そ の 優れ た デザ 
イン 性 に 改め て 気付 か され る ヘッ ド マ ー ク を 、 コ レク ショ ン し や すい 直径 75mm サ イズ で 、 
マグ ネッ トス テッ カー と じ て 商 品 化 。 コ レク ショ ン と し て 飾る の は も ちろ ん 、" あ の 日 の 
鉄道 旅 に タイ ム ス リ ッ プ し て ノスタルジー に 浸る の も 良い 。 


較 セ ッ ト 内 容 ノ あけ ぼ の 、 日 本 海 、 銀 河 、 は くつ る 、 あ ず さ 圏 サ イズ ン ①75mm 田 生 産 国 / 日 本 
田 発 売 元 / 国 際 貿 易 田 備 考 /JR 東 日 本 ・JR 西 日 本 商品 化 許 諾 済み 、JR 東 海 承認 済 
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昌和 
プル ペッ ク 方 式 で 走行  。 . 大 人 も 夢中 に 還 還 還 旨 
ブル ブラ 鉄道 シリ ー ズ 第 1 弾 OImm ケ ーー ジ の 本 格 フ ル バ ッ ク トイ 


3 車両 & 専 用 レー ルセット  . | 
4040 貴 (税込 ) 還 眉 


| プル プラ 」 は 遊び や すさ と リア ル な デザ イン に 
こだわ っ た 鉄道 玩具 。 大 人 の 模型 ファ ン も 楽し め 
る 、 ス ケー ル モ デ ル の よう な 仕上 が り が 特徴 で 、 
屋根 上 か ら 床 下 機器 に 至る まで 、 実感 的 に 表現 さ 
れ て いる 。 車両 に よっ て 走行 スピ ビー ド に 変化 を 加 
えて いる の も ボ ポイ ント だ 。 ブル バッ ク 式 な の で 電 
池 は 不要 。 お 子 さ まで も 安心 し て 遊べ る 。 展示 用 
の レー ル が 付属 じ て い る の で 、 イ シテ リア や コレ 
クシ ョ ン と し て 趣味 部 屋 に 飾る の も 楽し い 。 





「 コ 


圏 セッ ト 内 容 /923 形 > ドクター イエロー、E233 系 中 央 線 快 速 、 
E233 系 東海 道 線 、 専 用 レー ルセット (直線 レー ル 4 個 、 曲 線 レ ー 
ル 8 個 、 リ レー ラー1 個 ) 一 サイ ズン 923 形 ドク ター イエ ロー: 約 
9.5X3.5X3em、E233 系 。 中 央 線 快 速 : 約 8X3.5X2.8cm、E233 系 東 
海道 線 : 約 8X3.5X2.8cm、 専 用 レー ルセット : 約 14cm (レー ル 幅 









人 気 の 新幹線 走行 試験 車 


9mm) 較 材 質 /ABS 樹 脂 他 田 発売 元 国 際 貿 易 ドク ター イエ ロー 
JR 西日本 商品 化 許諾 済 、 
JR 東海 承認 済 











東京 の 大 動脈 と し て お 馴染 み 
中 央 線 快 速 ' 
JR 東日本 商品 化 許諾 消 


1 


専用 レー ルセット 





オレ ンジ と 緑 の 定 番 カ ラー 
東海 道 線 
JR 東日本 商品 化 許諾 済 


自由 に レイ アウ ト が 組め る 専用 の レー ルセット 。N ゲ ー ジ と 同 
じ 9mm の レー ル 幅 。 は め 込 ん で 繋げ る だ け な の で 、 お 子 さま 
で も 簡単 に 遊べ る 。 リ レー ラー 付き 。 
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SELELT SHUP 


| ケー スズ 素材 に は 美しい 木目 
と 深い 色 味 が 特徴 の ウォ 
ルナ ッ ト 材 を 使用 。 





され て いる ぁ 。 歯 が 奏 で る 音色 に 心療 され る 。 


oe ロ デ 
今 な お 現役 の メロ ディ まで 


「 新幹線 で お 馴染 み の あ の メロ ディ を 
手回し 式 オ ル ゴ ー ル で 再現 ・ ・ 


鉄 メ ロ オル コー ル 新幹線 木 箱 
0006 円 (税込 ) 酸度 計 EN0-4968-JT | 


「 鉄 メロ 新幹線 ] で は 、 過去 の 車両 で 使用 さ 
れ て いた [Do They Know it's Christmas?]、 東海 
車 で 現在 も 使用 され て いる TOKIO の ヒッ ト 曲 
| AMBITIOUS JAPANI]、 西日本 車 で 現在 も 使用 
され て いる | いい 日 旅立ち | の 3 つの メロ ディ 
を 展開 。3 タ イプ 共に 、 始発 駅 と 途中 駅 の メ 
ロディ も 収録 し て いる 。| 在 来 線 」] シリ ー ズ 同 
様 、 蓋 を スラ イド させ る と 硬 券 が ぴっ た り 収 
まる スペ ー ス が 用 意 さ れ て いる 。 





圏 メ ロディ バ | Do They Know it's 6hristmas?] [AMBITIOMS 

JAPANI] | いい 日 旅立ち ] より お 選び くだ さい 圏 ケ ー ス サ 還 還 還 
イズ ノ 幅 93X 奥 行 62X 高 さ 44mm 圧 ケ ー ス 素材 ビオ ー ク 、 一 玉 一 尽 が 手づくり の | 次 メ 
MDF( 共 鳴 板 ) 画 板 歯 (くし ば )/18 弁 ※ ご 注文 時 、 メ 口 ] は 化粧 条 に 入っ て の お 届 
( あぁ け の た め (| 在 来 線 ] ン リー ズ も 

同様 )、 プ レ ゼ ント に も お 勧め だ 。 





手軽 に 楽し め る 18 弁 の 手回し 式 オ ル ゴ 
1 EAC CI ー ル 。 な か な か 聴く 機会 の な い 本 物 の 樹 





忘れ か け て いた 
あの 旅 を 思い 出す 、 
懐か し の メロ ディ 





| 人 情 を 有 秀 う あの メロ ディ を 


手回し 式 オ レゴ ー ル で 再現 . 
鉄 メ ロ オル レゴ ー ル 在 来 線 木 箱 


50630 円 (税込 ) 本 計 軒 0-4233-JT 


車内 チャ イム と し て 有名 な | ハイ シ ケ ス の セレ ナー 


デ 」 や | アル ブス の 和 贅 場 ]、| 鉄道 唱 或 ]。 現在 、 車内 チ 
ャ イム は ば ほぼ ば 電子 音 と な っ た が 、 一 昔 前 の ブル ー ト 


レイ ン や 特急 列車 で は 、 本 物 の オル ゴー ル が 使用 さ 


れ て いる こと も あっ た 。| 鉄 メロ ] と 名 付け られ た 本 


:※ シ リー ズ は 、 鉄道 ファ ン に は お 馴染 み の あ の メロ デ 


ィ が 手軽 に 聴け る 手回し 式 オ ル ゴ ー ル だ 。 目 動 演奏 
楽座 の 修復 房 が 、 一 点 一 点 、 手作り し て いる 。 鉄 


道 フ ァ ン は も ちろ ん 、 旅 行 好 き の ご 両親 や 元 国鉄 職 


員 の 方 へ の 贈り 物 に も お 勧め 。 


rr | ハイ ケン ス の セレ ナー デ 」 | アル プス の 牧場 」 | 鉄道 


昌 歌 |] より お 選び くだ さい 圏 ケ ー ス サイ ズン / 幅 93X 奥 行 62x 高 さ 
0 圏 ケー ス 素 材 ビ ウォ ルナ ッ ト 、 が Ar 田 偽 歯 く し 


1 は ) プ 18 弁 


ィ か ら 、 





ケー ス 素 材 に は チュ ラル な 色 
合い が 上 魅力 の オー ク 材 を 使用 。 
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PE Di | 


。 5 トレ トロ みな 』 





923 形 新幹線 電気 交 合 試験 車 。 Ds1 形 業 所 機関 車 。 。 
923 形 ドク ター イエ ロー SL レト ロ み な か み は や て 





に フィス E/ ーー ピー に _EFes 501_ 間 
285 系 電 電車 クハ バネ 285 形 EF65 電気 機関 車 
サン ライ スズ ス 瀬戸 ・ 出 雲 . EF65 501 . 


[ 人 気 の 鉄道 車両 を 刺繍 で 表現 し た キー タグ 。 人 気 車両 5 種 を 厳選 し た 。 片 面 に は 車両 を 、 も う 片 面 
| 人 気 両 を 利和 で 組 に は 名 を 和 還 し て いる 。 印刷 の よう に に 再現 され て お り 、 事 な どの ディ テー ル も 寺 


























鉄道 刺繍 タグ (キー タグ ) 5 種 セ ッ ト は 思え な い ほ ど 細 や か に 表現 し て いる 。 一 本 一 本 、 織り 込ま れ て いる た め 、 印刷 と は 違い 、 使用 し 
3J00 ュ 証 FD-50 、 て も 色 が 和 剥 が れる 心配 が な い の も 嬉し い 。 鉄道 ファ ン の コレ クタ ー ズ アイ テム と し て 全国 の 博物 館 
円 (税込) 還 全 計 ED-5016-JT で も 販売 され て いる 。 鉄道 好 き の お 子 さま 、 を あの バン の キー ホル ダー に も お 勧め 。 


圏 セ ッ ト 内 容 /923 形 新 電線 電気 軌道 総合 試験 車 923 形 ドク ター イエ ロー、D51 形 蒸気 機関 車 S5 レ トロ みな か み 、E2 系 新 土 線 電 車 E223 形 1000 番 台 は や て 、285 和 糸 電 車 クハ ネ 285 形 サン ライ スズ 瀬戸 ・ ー 
雲 、EF65 形 電気 機関 車 EF65 501 ~ 圏 サ イズ 約 135X32mm 較 材 質 ノ 布 、 金 属 (リン グ 部 分 ) 時 発売 元 / 国 際 貿 易 時 備考 /JR・ 私 鉄 各社 商品 化 許諾 済み 
※ 各 キー タグ の 画像 は 表 ・ 裏 で す 。 商 品 は 各 車 両 で それ ぞ れ 1 本 で す 。 


天 賞 堂 オ リ ジ ナ ル の 
" 商 道 モチ ー フ "ネクタイ 


| 日 常 使い は も ちろ ん 、 
鉄道 好き の 方 へ の 贈り 物 に も 最適 


: 天 賞 堂 オリ ジ ナ ルネ クタ イ つば め 柚 * 一 カラ ー ジ レッ ド 、 ブ ルー 圧 サ 
イズ グ 長 さ : 約 144cm、 大 合 幅 : 約 
71 0 税 傍 入 ) | TSD-4998-JT | 4998-JT 1 8.5cm 画材 質 / 絹 100% 


天 賞 堂 オ リ ジ ナ ルネ クタ イ SL 柄 較 カ ラー ノレ ッ ド 、 ブ ルー 田 サ 


、 ーーーーー。 イズ 長 さ : 約 144cm、 大 剣 幅 : 約 
71 50U 貴 (税込 ) 生計 「SD-4999-JT | 画材 質 / 絹 100% 


明治 12 年 (1879) 創業 の 銀座 の 老舗 | 天 賞 堂 」。 伊 藤 博 文 や 尾崎 紅葉 な ど 、 明治 
- 期 よ り 各 界 の 著名 人 が 顧客 と し て 名 を 連ね て いた 天 賞 堂 の 名 は 、 夏目 汰 石 の 
小説 や 永井 荷風 の 随筆 に も 登場 する な ど 、 当時 か ら 高 級 時 計 や 宝飾 品 の 高級 
本 店 の 代名詞 と し て 知ら れ て いた 。 ま た 、 70 人 年 以上 の 歴史 を 持つ 同社 の 鉄道 
模型 は 、 剤 越し ey よっ て 一 つ ひ と つの 細か な パー ツ を 丁寧 に 組 
み 上 は げ て お り 、 最高 級 鉄道 模型 と し て 世界 中 の マニ ア の 憧れ の 的 と な っ て い 
"る 。 そん な 天 皿 S に よる . 鉄道 愛 あ ふれ る オリ ジ ナ ルネ クタ イ 2 種 を ご 紹介 。 
国鉄 C62 形 蒸気 機関 車 の 除 煙 板 に 取り 付け られ て いた | つばめ マ ー ク ] の 織 柄 
を 配 し た 1 本 と 、 小 ぶり の SL の 織 柄 を 配 し た 1 本 で 、 と も に 裏地 に は 
TENSHOD0" の 文字 が デザ イン され て いる 。 日 常人 使い は も ちろ ん 、 鉄道 好き の 
方 へ の 贈り 物 に も 最適 。 





















































カラ ー/ ブ ルー に つい て 


2 柄 と も に ネイ ビー 寄り の 色 味 と な り ま す 。 ま た 、SL 柄 が より 暗め の 色 味 と な り ま す 。 
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SELELT SHUP 


| 山陰 唯一 の 現存 天守 を 組み 立て る 


ファ セッ トノ ペー バー クラ フト 
1/300 国宝 松江 城 


1960 円 (税込 ) 





本 計 六 FCT-4854-JT 


田 組 立 完 成 サ イズ / 横 
21.3X 奥 行 23.0X 高 さ 
15.2cm 圏 参考 製作 時 間 
14 て 16 時 間 ( 個 人 差 が あ 
り ま す ) 較 仕 様 プ 部品 図 
8 枚 、 組 立 図 2 枚 、 表 紙 1 枚 
較 設 計 参 考 資 料 / 松 江 城 
実測 図面 ※ 本 商品 は 組 
み 立 て キッ ト で す 。 ※ 写 
真 は 組み 立て 完成 状態 で 
す 。 ( 接 落 剤 は ペー パー クラ 
フト 専用 ノリ を 別途 お 買い 
求め くだ さい ) 。 





現存 12 天 字 の ひと つ 、 松江 城 は 道 湖 を 見 下 
ろ す 見 晴らし の 良い 丘 に 築 か れ た 。 平成 27 年 
(2015) に は 天守 が 国宝 に 指定 され て いる 。[ 下 
見 板張り (し た みい た ば り )」 に よる 漆黒 の 外 
観 や | 隠し 石 落 と し 」 も 再現 し て いる 。 


| シリ ー ズ 最大 級 の サイ ズ を 誇る 丸 介 城 


ファ セッ トノ ペー バー クラ フト 


1/300 丸亀 城 


1960 円 (税込 ) 
本庄 誠 「CT-4855-JT | 





圏 組立 完成 サイ ズン 
横 36.0X 奥 行 27.3X 高 さ 
19.3cm 圏 参考 製作 時 間 
1015 時 間 ( 個 人 差 が あ 
り ま す ) 田 仕 様 /A4 上 質 
紙 、13 枚 (表紙 1 枚 、 組 立 図 
1 枚 含む ) 圏 協力 / 丸 亀 
市 文化 観光 課 田 設 計 参 
考 資 料 / 丸 亀城 実測 図面 
※ 本 商品 は 組み 立て キッ ト 
で す 。 ※ 写 真 は 組み 立て 
完成 状態 で す 。 ( 接 音 剤 は 
ペー パー クラ フト 専用 ノリ を 
別途 お 買い 求め くだ さい ) 。 






現存 12 天 守 の ひと つ で 、 石垣 の 総 高 日 本 一 を 
誇る 丸亀 城 を 1/7300 サ イズ の ペー パー クラ フ 
ト と し て 再現 。 組 み 立 て 完成 サイ ズ は ファ セ 
ッ ト 社 の 日 本 名 城 シ リー ズ で も 最大 級 だ 。 美 
し い | 扇 の 勾配 ] を 自ら の 手 で 組み 上 げ よ う 。 


| 難攻不落 の 名 城 、 若 松 城 を 再現 


ファ セッ トノ ペー バー クラ フト 









ctUECTSHOp 











BEST SE 


日 本 各地 の 名 城 が ペー バー クラ フト で 登場 。 
完成 度 の 高 さ に 驚く と 同時 に 実物 を 見 た く な る だ ろう 。 
鉄道 に 揺 ら れ て 訪れ て みる の も お 勧め だ 。 






| 上 級 者 向け の 姫路 城 に 挑戦 ! 


ファ セッ トノ ペー バー クラ フト 17300 国宝 姫路 城 
300 円 ( 入 込 ) 国 * 


機械 設計 技術 を 転用 し た 、 フ ァ セ ッ ト 社 の | 大 人 
の た め の ペ ー パ ー ク ラフ ト 」。 日 本 名 城 シ リー ズ 


圏 組立 完成 サイ ズ 
グ 横 24.4x 奥 行 18.5 
X 高 さ 17.0cm 田 参 
考 製作 時 間 /20 て 
30 時 間 ( 個 人 差 が あ 
り ま す ) 較 仕 様 ノ 
A4 上 質 紙 、16 枚 ( 表 


4852-JT | 





は 、 城 の 図面 か ら 採寸 し 展開 図 を 設計 し た 本 格 派 。 ap こ ェ 


鉄 奄 然 間 の 位置 や 数 、 建物 の 特異 形状 、 石 坦 の 反 
り 角 度 や 変形 に 至る まで 、 本 物 の 城 の 姿 を 再現 し 
て いる 。 ミ リ 単 位 で 設計 され た 精密 さ は 、 模型 と 
し て だ け で な く 、 歴 史 資 料 と し て の 価値 も 高い 。 

数 ある ファ セッ ト 社 の | 日 本 名 城 シ リー ズ 」 の 中 で 
最も 作り ご た え が あ る の が | 国宝 姫路 城 ] だ 。 時 
則 を か け て 製作 し た 作品 が 完成 すれ ば 、 感動 も ひ 


と し お 。 


む ) 圏 協 力 ご 三浦 
正幸 圏 設 計 参 考 
資料 姫路 城 実測 
※ 本 商品 は 組 
み 立 て キッ ト で す 。 

※ 写 真 は 組み 立て 
完成 状態 で す 。 ( 接 
着 剤 は ペー パー クラ 
フト 専用 ノリ を 別途 
お 買い 求め くだ さい )。 


| 建築 図面 を 基 に 熊本 城 を 再現 


ファ セッ トン ペー バー クラ フト 






1/300 熊本 城 


1960 円 (税込 ) 


s 本 計時 「(CT-4808-JT 


1/300 会 津 若松 城 
19680 円 (税込) 
証人 「CT-4853-JT | 





































































































圏 組立 完成 サイ ズン 
横 20.0X 奥 行 18.0X 高 さ 
14.0cm 圏 参 考 製作 時 間 
8 一 12 時間 (個人 差 が あ 
り ま す ) 較 仕 様 プ A4 上 質 
紙 、9 枚 (表紙 1 枚 、 組 立 図 
1 枚 含む ) 田 設 計 参考 資 
料 若 松 城 建築 図面 

※ 本 商品 は 組み 立て キッ ト 
で す 。 ※ 写 真 は 組み 立て 
完成 状態 で す 。 ( 接 意 剤 は 
ペー パー クラ フト 専用 ノリ を 
別途 お 買い 求め くだ さい ) 。 


幕末 の 会 津 戦争 で は お よそ 1 カ月 に わた る 籠 
城 戦 に 面 え 、 難攻不落 の 名 城 と 称え られ た 若 
松 城 。 ファセット で は 春 さ や 雪 に 強い と され 
る 赤玉 も 忠実 に 再現 し て いる 。 





田 組 立 完 成 サ イズ ン 
横 22.6X 奥 行 15.7X 高 さ 
15.3cm 時 参考 製作 時 間 
10 一 20 時 間 ( 個 人 差 が あ 
り ま す ) 較 仕 様 プ A4 上 質 
紙 、10 枚 (表紙 1 枚 、 組 立 図 
2 枚 含む ) 較 協 力 ノ 熊本 
城 総合 事務 所 圏 設計 参 
考 資 料 プ 熊本 城 建築 図面 
※ 本 商品 は 組み 立て キッ ト 
で す 。 ※ 写 真 は 組み 立て 
完成 状態 で す 。 ( 接 落 剤 は 
ペー パー クラ フト 専用 ノリ を 
別途 お 買い 求め くだ さい ) 。 





ファ セッ ト 社 の | 日 本 名 城 シ リー ズ ] は 、 全て 
の 城 サ イズ を 17300 に 統一 し て いる の も ボ イ 
ント 。 好 き な 城 を 複数 、 組み 立て れ ば 、 天守 
の 大 き さ の 違い や 圧倒 的 な 権力 の 開 ま で リア 
ル に 比較 で きる 。 本 キッ ト で は 1/300 ス ケー 
ル の 熊本 城 の 組み 立て に 挑戦 で きる 。 


時 空 旅人 | 140 


大 政 奉 還 の 尊 台 と な っ た 
| 二条城] が 組み 立て られ る 


ファ セッ トペ ー パ ー ク ラノ フト 1/300 国宝 二条 城 二の丸 御殿 
2640 円 税込) 


慶長 8 年 (1603) に 徳川 家康 が 築城 し て 以来 、 現在 まで 残る 世界 遺産 ・ 
宝 の 二条 城 二の丸 御殿 を ファ セッ ト が ペー パー クラ フト で 再現 。 二 
条 城 は 天守 を 備え て いた が 、 寛延 3 年 (1750) 、 落雷 に より 焼失 。 そ の 後 
再建 され て いな い 。 家康 期 に 造営 され た 建物 で 現存 する の は この 二 の 
丸 御殿 だ け で ある 。 慶長 16 年 (1611) に は 家康 と 豊臣 秀頼 と の 会 見 が 行 
われ 、 慶応 3 年 (1867) に は 大 政 奉還 の 半 台 と な っ た 歴史 的 な 御殿 を 、 
1/300 サ イズ で 再現 で きる 。 








| 複雑 な 構造 を 持つ 松山 城 の 組み 立て に 挑戦 


田 組 立 完 成 サ イズ ノ 横 42.0X 奥 行 51.0x 高 さ 6.4cm 圏 参考 製作 時 間 ノ 20>30 時 間 
(個人 差 が あり ます ) 較 仕 様 ノ 部 品 図 11 枚 、 土 台 シ ー ト 1 枚 (A4 サ イズ 四 つ 折 り ) 、 組 立 


ファ セッ トペ ー バ パー クラ フト 1/300 松山 城 図 3 枚 、 他 、 全 16 枚 田 設 計 参考 資料 二条 城 二 の 丸 御 殿 実測 図面 ※ 本 商品 は 組 
、 ーー み 立 て キッ ト で す 。 ※ 写 真 は 組み 立て 完成 状態 で す 。 ( 接 意 剤 は ペー パー クラ フト 専用 
2640U 円 (税込 ) ie 軒 「 し 1-5159-J「 ノリ を 別途 お 買い 求め くだ さい ) 。 


模型 界 最多 の "築城 実績 を 誇る ファ 販 ッ ト だ が 、| 松 山城 ] は 、 ーッ 
天守 の ひと つ で ある に も 関わ ら ず 、 最近 まで 、 そ の 充実 の ライ ン ア 
ht 本 理生 の より 法 光 NM 
ミリ 単位 の 精密 さ が 求 め ら れる 同社 の ペー パー クラ フト と し て 設計 す 
る の に 膨大 な 時 間 が か か っ た の が その 理由 だ 。 ゆ え に 組 み 立 て に 要 す 
る 時 間 も シ リー スズ 随 一 。 


田 組 立 完成 サイ ズ ノ 横 24.6X 奥 行 25.0X 高 さ 12.0cm 時 参考 製作 時 間 ノ 25 一 330 時間 
(個人 差 が あり ます ) 較 仕 様 ノ 部 品 図 12 枚 、 組 立 図 5 枚 一 設計 参考 資料 / 松 山城 
実測 図 、 復 元 図 ※ 本 商品 は 組み 立て キッ ト で す 。 ※ 写 真 は 組み 立て 完成 状態 で す 。 
( 接 意 剤 は ペー パー クラ フト 専用 ノリ を 別途 お 買い 求め くだ さい ) 。 
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線 四 CollPAIEU 太 に 


https://rekishiplus.com 
受付 時 間 ン 月 一 金曜 日 、10700 て 18:00 
PC、 ス マー ト フ ォ ン 、 モ バイ ル か ら ア クセ ス 可 能 。 士 日 祝 は 休み 


切手 不要 、 ポ スト 投函 





180 








東京 都 新宿 区 四谷 4-3 
四谷 トー セイ ビル 6 階 
(株 ) ジ ャ パン クリ エイ トワ ー ク ス 
022 年 月 歴史 プラ ス 
ES IO 「 時 空 旅人 | 係 行 


切手 は いり ませ ん 


24 時 間 


受付 FAX 
U120-002-506 





左 の ハガキ に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 
キリ トリ 線 で 切り 、 ハ カキ の 大 き さ の 厚紙 
に 貼っ て 授 遇 し て くだ さい 。 


ご 希望 の 商品 番号 ・ 商 品名 ・ 数 量 と 、 お 
届け 先 の ご 住所 ・ お 名 前 ・ 電 話 番号 を ご 
記 人 の 上 、FAX し て くだ さい 。 





左 の ハガキ に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、FAX し て いた だ く こ 
と も で きま す 。 


@ お 支払 い 方 法 に つい て 
イン ター ネッ ト で お 申し 込み の 場合 は 、 代 金 引換 、 各 種 ク レジ ッ ト カ ー ド 決済 、 コ ン ビ ニ 決 済 
(前 払い ) が ご 利用 いた だ け ま す 。 

フリ ー ダ イヤ ル 、 ハ ガキ 、FAX で お 申し 込み の 場合 は 、 代 金 引 換 の み と な り ま す 。 


@ 送 料 に つい て 

1 回 の ご 注文 に つき 880 円 (税込 ) の 送料 が か か り ま す 。 ま た 、 代 金 引換 で お 支払 い の 場 合 
別途 代引き 手数 料 が 必要 と な り ま す の で あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 ※ 沖 縄 ・ 離 島 の 送料 
は 1830 円 (税込 ) と な り ま す 。 

で 代引き 手数 料 に つい て 


税込 合計 金額 が 、1 万 円 以下 の 場合 は 330 円 (税込 )、3 万 円 以下 は 440 円 (税込 )、10 万 円 
以下 は 660 円 (税込 ) と な り ま す 。 


@ そ の 他 

商品 は お 申し 込み 後 、 RIP けい た し ます 。 メ ー カ ー 在 庫 切 れ の 場合 、 納 期 ま 
で お 時 間 を いた だ く 場 合 が ご ざい ます の で ご 了承 くだ さい 。 お客様 の ご 都合 に よる 返品 ・ 交 換 
TPt か rip な お 特別 な 理由 が ある 場合 に は 、 返 品 を お 受け する 場 
合 が ご ざい ます 。 そ の 際 の 送料 は お 客 様 に ご 負担 いた だ きま す 。 
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好評 発売 中 


男 の 隠れ 家 織 束 寮 、 山 岳 ガ イド 、 山 克 ラ イタ ー& カ メラ マン な どの 和 愛用 ギア 


登山 の スペ シャ リス ト が 選ぶ | "| 1 
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之 目 可能 山 げ 芳 ンド デイ テ 占 東庄 天 本 中 是 員 昌 新 本 二 電 に サテ ョ ーッ 山 画 員 古島 天 時 時 『 ロ キャ ーッ ゴ で 使え 量 高中 道 貞 到 さ ロ ググ 年 大 笛 二 面 3 





あの 人 の 山道 具 
まお 計 g= 間 定価 1.300 円 ( 込 


登山 の スペ シャ リス ト が 選ぶ 山 ギ ア 390 
に 本 【 り に リウ ルル スタ 4 と だ パ 





ッ マ ペリ ピノ ルー ヒ エラ シン シル と た 


好評 発売 中 ET 


初夏 の アウ トド ア で 思い 切り 遊ぼ う ! 
ソロ キャ ン を 満喫 する 達人 、 それぞれ の 自分 時 間 


全国 書店 ・ コ ン ビ ニ に て 好評 発売 中 ! 下 孔 の 方 法 で も ご 購入 いた だ け ま す 。9 
ロイ ンタ ーネット で の ご 注文 WWW.SUT-Q.COIm/  』 お 電話 で の ご 注文 03-5357-8802 品 FAX で の ご 注文 03-5357-8803 24 時間 胃 信 


(受付 時 間 : 平 日 1000=17:30) ※※ 選 住所 、 お 名 前 、 お 電話 番号 、 商 品名 を と 明記 くだ さい 。 朱 支払 い は 民 引 きのみ 。 


で 王 へ NL-|  @ お 問い 合わ せ … 株 式 全社 三栄 販売 部 TEL 03-6897-4611 (受付 時 間 ン 平日 10:00-17:30) 


北欧 モダ ン の 最高 峰 ス トー ブ ブ ラ ンド 


洗練 され た デザ イン で 名 高い デン マー ク 製 品 の 中 に あっ て 、 
これ 以上 の デザ イン と 品質 を 持つ スト ー ブ は な いと 言わ せしめ た ライ スズ スズ 。 
ワン ラン ク 上 の 新 ス トー ブ で 、 上 質 な 暮らし を 。 


の 高 侍 能 の 証 排気 煙 基 0.9g/h 


0 た: ネン シ ガ ノ 
非 触 媒 型 に お いて 


に 40 を: キオ | 


ライ ス Q-TEE2 ク ラシック US と Q-TEE2 
US は 、 ア メリ カ 環 境 保護 庁 (EPA) が 
定め る 厳し い 基 進 を クリ ア す る た め 、 
Q-TEE2 を 改良 し た モデ ル で す 。 美 し い 
スタ イル で あり な が ら 機 能 的 で 、 排 気 
煙 量 は 非 触媒 方 式 で あり な が ら 0.9g/h と 
驚異 的 な 環境 性 能 を 誇っ て いま す 。 


_。 __ 一 


Q-TEE2C US RT の 9097 人 6 当 9 ド @ の シル メン ルル 但 9 ド 
燃焼 動 画 Youlube 寺 線 時 滑ら か な 湾曲 ボディ 、 アゴ 
JP 優美 な 曲線 美 。 際立つ モダ ンス タイ ル 。 





ンク 上 の 新 ス トー ブ で 上 質 な くら し を 。 





バイ オニ ッ ク フ ァ イ ア ビバ 120 ク ラシック * ッ ィ ト 





最新 の テク ノロ ジー と 独創 性 が 結び 静 議 な 雰囲気 を 持つ 上 品 な ホワ イト が 、 優美 な 曲線 を 描く ガラ ス 窓 に は 、 ライ フス タイ ル に 寄り 湾 う 、 暮らし を 豊か に する 、 ク ラ シ ッ 
つい た 最も 優秀 な 機能 と デザ イン 。 炎 を 多 力 的 に 演出 。 躍動 的 な 炎 の 揺 ら ちら めき が 。 コン パク ト な デザ イン 。 ク な デザ イン と 優れ た 機能 性 。 


埋め 込み 型 着 ス トー ブ インサート 








700 24 1 VISIO3 | 

シン プル な フォ 絶え 間 な く 3 面 ガ ラス 張り の 

ルム は 炎 を 際 揺 ら め く 炎 が 、 高級 感 溢 れる 「 

立た せ 、 安 ら か ふた つの 空間 玉 対 ド な ええ 

な ぬく も り を 与 を つなぐ 二 面 「 タイ ル 。 優 美 な 還 還 、 

えて くれ る 。 ドア の 革新 的 時 空間 を プロ デ キー 
スタ ンス 。 是 証 ご == コー ス す る 。 amin 


RAIS 日 本 鞭 輸 入 元 


ダッ チ ウ エス ト ジ ャ バン 株 
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、 中 日 ※ 土 曜日 は 事前 連 引 に て 対応 可能 で す 。 本 社 シ ョ ー ル ーー ム 、 ま た は 埼玉 ・ 女 喜 シ ョ ー ル ー ム まで ご 運輸 くだ さい 。 
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